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ら
れ
て
ぃ〜

で
あ
ら
う
。
即
ち
：

H

敬
爆
働
者
；の'考

•に
，は
丨
s

s

s

,

_
C

•五
％
か
ら，l

x
>

f

鑛
山
勞
働
者
の
場
合
に 

は

丨11.5%±
1 资

——
.

一
；〇
•五
%
乃
至 
一
ニ 

•
.
五
糸
が
、
最
近
に
於
け
る
モ_
業
勞
働
者
，の
不
可
'親
的
於
動
と
し
て
の
死
傷
病
生 

塵

落

#
の
割
合
？

/

1

と
推
宛
せ
、ら
れ
るo
そ
し
て>

れ
を一

•般
的
に
ぃ
へ
ば
ノ
一
兀
來
死
傷
斯
康
脫
落
激
の
割
合
に
於
ぃ
て
大
r 

> 

W空

e
〗

雲

者

•

_ 

Q

;^
に
占
め
る
割
合
が
、
袭h

至
つ
て
^
! 

^
低
下
し
來
つ
た
|

が
1 

.
工
場

勞

馨..Q

體
と
し
て
の
S
 

病
生
能
^
落
者
の
-^
^
を
明
か
把
做
下
せ
し
め
、.こ
れ
に
反
‘し
て
'7
£
來
と
の
割
合
、に
：̂ぃV

J
?

較
的
^
高
ぃ
男
鑛
夫Q

、

鑛

未
^:
,■
體
の 

.‘

内
-に
占
め
名
寄
'合
が
哪
來
_
比̂
し
.て
_
取
觀
汾
か
«-
い
^
と
が
、
«•
ぎ
働
賢
の.^s-u-

し
て
> の
死
傷
病
生
*
敗
落
者
の
基
準
を
、
最 

、
近
，僙
か
で
は
あ
冬
が
、
上̂
せ
し
め
ょ
，う
と
す
る
領
向̂
示
す
，̂
至
ヴ
て
ゐ
る
、
と
考
へ
る
と
と
ば•理
if
上
1
&然
の
'歸
綠
で
あ
る
。
@
 ~ 

/ 

f

'に
此
處
で
も
う一

つ
，注
意
す
ベ
.き
と
と
，.は
次
ぎ
の
點
で
ー
あ
る
。
即
ち
、
前
節
中
に
，もS

し
て
置
い
た
や
う
に
、
吾
々
が
過
去 

へ
の
經
驗
か
ら
確
定
し-た
と
、こ.ろ
で
は
、H

’

讓
努
齡
者
の
死
傷
病
生.逾
脫
落
者
の
割
'合
の
-

_
ホ
、
大P

同
率
で
あ
る
ぎ
へ
ら
れ 

今

し

か)

し
そ
れ
は
偶
然
の一

致
5

つ
て
、
a.
M
の
勞
働
事
情
の
，變
化
如
何
に.應
じ
て
、
そ
の
割
合
が
離
れ'る
こ
，と
か
あ
り
得
る
と 

と
を
、
特
に
指
摘
し
て
歷
い
た
が
、
右
の
推
定
の
如
ぐ
、
最
•近
ル
場
合
は
花
に
こ
ル
で
あ
る
と
公
て
ぃ、
。
-

•
' ?

.

,

戚

に

’？

論
>

不
.可
燕
的
移»

と
し
て
の
死
傷
病
生_

脫
落
者
の
割
合
が
、
最
近
で
は
衣
の
，如
ベ
で
あ
る
士
描
計
せ
ら
れ
る

<?
:
-
,す
^

. 

ば

タ

於
1

稆
ほ
佐
々
な
^

に

於

い

て

こ

れ

に

琊

，論
，上
.

の
修
正
を
加
へ
る
と
と’
が
必
要
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
賛2
|

^

題
に
對
す
. 

る
栽
，部
と
し
べ
は"

と
れ
‘

だ
け
で
も
充
分
役
立̂

得
る
と
考
ベ
ら
如
る

—

菩
々
.

は
と
れ
を
一
つ
の
莪
準
と_
し
て
、
圣
ぐ
非
生
產
的
現 

象
で
あ
る
と
こ
ろ
、の
死
傷
病
银
辦
脫
辦
者
の
減
少
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い

6

そ
し
て
こ
れ
が
勞
働
力
の
持
久
的
保
^

、に
關
す
る
、
今
日 

の
勞
働
者
歐
泶
の」

つ
の
重
要
な
課
獨
で
あ
る
。

(

終
り)

ゾ

•

，
 

」

•

,

註
最
近
見
る
こ
と
の
出
來
た

「

勞
働
時
報JC,

昭
和
屮
セ
4

暴

に

*
昨
年
末
の
势
働
袁
調
が
霞
せ
，ら
い
て
、ゐ
る
が
、
こ
れ
に
依
-
^
I
 

,

，
働
渚
の
姓
別
稱
诚
は
次
ぎ
の̂

で̂
な
る
ノ
即
ち
.、.
エ
場
焭
働
奔
中
妈
エ
は
七

 
一
•三
七
^
、
女h

は
ニ
八
•六一

一

m

で
あ
り
、
鑛
山
勞
働
密
の 

ノ
場
合
に
は
、
；̂
エ
が
八
今
六
六
^
、
女
3:
が
5
,三
|
!
%で
む
つ
.て
、
.昭
和
十
？

求
の
場
合
と
办
程
大
き
な
ル,

な
<
。
.,

,
,

.戦
，時
、都

市

.經

濟

‘論

序

奥'
升
復
太'
郧

、

.

'

•

は

し

が

き
.
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現
代
大
都
市
に
關
す
る
社
會
4
經
濟
的
硏
究
.
は
旣
に「

規
，代

森
.

市
論
>

の
ー
、.
册
に
纒
め
'

て
.

之
.
れ
を
發
表
し
た
が(

昭
和
十
五
苹
九
月 

有
裴
閣
出
版

)

其
の
當
時
旣
に
幾
多
の
#

で

研

究

及

，
び

| |
-

察
の
對
象
が
時
勢
れ
進
展
"

货
相
、の
'

變
化
に
押
さ
れ
て
從
來
ぁ
り
し
姿
ヵ
ら
• 

著
し
く
變
貌
.

を
來
し
て
ゐ
る
事
に1

、應

の

隻

を

華

つ

：5

い
•

た
。(

同
書
■

結
論「

1
代
大
都
市
，の
交
化
と
、問
題」

參
5

然
る
に
昭
和
十 

六
^
十
二
月
八
日
以
來
、
數
ヶ
月
を
出
で
ず
し
^

g
M

は
'

世
^

;

史
的
展
開
に
於
い
て
5

紀
€
證

に

も

ま

さ

る

程

の

偉

大

な

裏

績 

を
成
就
し
た
0.
.
•從
、つ
て
既
に
若
モ
の
變
貌
k

認
め
た
り
と
雖
も
此
の「

現
代
大
都
市
論
'
を
今
日
手
庶
し
て
見
务
と
其
處
に
著
し
い
隔 

り
、
I E

さ
こ
ー
時
代
の
隔
り
の
存
す
る
.

が
如
き
所
蔽
を
印
象
せ
ず
に
は
ぉ
-

^

れ

な

い

。

勿

論

そ

れ

は

「

現

代

大

销

市

論

」

に

於

い
.?
处
へ 

ら
れ
指
摘
せ
'

ら
れ
で
ゐ
る
諸
事
赏
が
虛
權
と
な
.
つ
た
と
い
ふ
‘

意
^ '

-

で

は

そ

。
殊
<

に
都

;*
^

肢
成
の
根
本
的
^

程
に
於
い
'て
は
恐
ら
く
少 

•

し

の

變

化

為

か

ら

ぅ

。

#

そ
の
過
興
の
-

_

す
る
讓
又
は
之
れ
を
取
り
ま
ぐ
諸
條
件
が
普
し
く
變
化
し
て
了
つ
た
.

が

故

，に
.形

成

せ 

ら

れ

た

都

市
の
讓
も
之
れ
•

に
應
じ
て
變
.

相
す
る
と
云
ふ
の
が
正
.し

い

觀

卷

ぁ

■ら
ぅ◊

.

同
時
に
屯
活
そ
，の
も
の
、
殊
に
其
の
內
面
的
* 

な
1
の
は
善
意
惡
意
を'問
は
ず
必
ず
し
も
親
し
き
變
化
に
直
七
贩
應
す
る
と
^
ふ
性
質
の
も
'の
で
取
い
。
.敍
に

克

属
fl
献
身
等
の
精 

‘

'
' ■

戰
時
都
市
鸫
濟
输
萨
，_
 

•
四

ぐ

(

四
O

F
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戰
時
都
市
維
濟
論
序
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'
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四
ニ 

，
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四
>

5

-
«的
努
力
に
對
し
て
注
意
が
喚
，顧
せ
ち1
、
|
要
が
_あ

り

ノ

更

，
が

國

民

生

黹

の

、
4
.
、
マ

と

奧

.深

い

所

に

觸

れ

て

'、

即

ち

日

本

精

神

的

な 

'る
も
の
を
振
起
せ
し
め
て_
j定
の
方
向
に
歸1

.

せ
し
め
镦
と
す
^
必
死
の
努
力
、が'拂
は
n;
-
る
の
於
'あ
る
9 (

週
報
第1

一
八
六
號
、
昭
和
十 

七
1¥
四
月I

日
號
、1
爭
生
活
讓
本
l

i 1
せ
、ょ)

贫
に
當
然
轉
換
猢_の
混
亂
，が
發
生
ヤ
る
。‘し
か
し
變
貌
そ
れ
自
體I

の
ま
、
混
亂 

で
は
な
い
。
變
微
に
混
亂
は
故
ず
レ̂'
必
然
で
は
な
-^
，
唯
之
.實
際
陳
題
と
し
，て
旣
に
制
定
さ
れ
た
も
め
、
’
慣

れ

'た

も

の

が

新

條

件

の 

'
下

に

满

應

す

，
る

場

合

、

，

も

す

れ

，
ば

舊

態

の

餺

呈

が

起

0'
勝
も
，で
あ
る
が
亂
に
混
亂
の
相
貌
を
里
す
る
の
で
あ
る
0
此
の
混
亂
を
出
來 

る
丈
け
除
去
す
る
蕻
，は
施
政
者
ひ
最
も.心
»
ね
税
な
ら
ぬ
>
 
で
あ
る
‘が
、
、
之

れ

は

本

稿

の

課

題

埒

外

で

あ

る

，
9

•本
稿
に
於
い
て
序
說
的 

忙
取
上
げ
獠
と
す
る
と
こ
ろ
比、
\

,

, 

■

ノ 

,
 

•

:

,
.

「

都
^
及
び
都
市
坐
活
.はj

國
"
殊
に
世
界
，的
關
係
に
於
か
る.
1
„
國
.の
敢
會
*:
經
濟
的
狀
^;
の
',所
產
'で
.あ
る
が
故
に
世
界
臾
阶
意_ . 

_を
聖
谱
下
に
具
現
し
ン
て
行
ぐ
我
國
が
，大
束55
靴
帶
褪
に
'あ
：つ
て
所
謂
新
體
觚
を
藤
へ
る
と
^
に
そ
の
都
市
及
び
都
市
生
活
は
ど
ぅ
變 

化
し
た
か」

’ 

.

.
- 

と
芦
ふ
點
を
幾
汾
な
り
と
も
體
系
盼
に
普
ね
く
展
望
七
て
見
た
い
と
い
ふ
意
圖
に
懸
つ
て
ゐ
る
。
、

‘

故
忆
各
項
目
乂
；は
諸
事
實
夂
就
'

い
て
の
鮮
細
な
敍
述
論
及
、，
並
び
に
震
の
全
體
的
體
系
化
の
麗
は
此
の
.序
說
介
後
む
來
る
も
の
で 

あ
つ
て
玆
* ^

は
其(

' (

6
方

向

に

第

一

、步

を

踏

み

出

，す

に

止

ま

る

事

を

附

言

し

て

お

ぎ

^

い
0 

f 

/

 

7

•:
.

.

.

.マ

.

- 

• 

• 

. 

• 
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'

戰
時
都
市
經
濟
の「

戰
時」

と
い
ふ
言
葉
に
就
い
て
は

」

應
話
釋
が
，必
要
で
あ
る
か
名
知
れ
な
、.之
れ
は
唯
單
に「

戰
领
中」

と
い
ふ 

意
味
の
も
の
^

^
い
。
從
來
:̂
戰
&
戰
に
ょ
れ
对「

戰
爭」

は
い
づ
ル
も
.^
る
哈
湖
を
割
し
て
發
し
其
の
時
断1
經

て

終

止

.し

一

々

に

解 

決
さ
れ
從
つ
て
览
«

の
' ¥
和
カ
囘
後
し
た
も
めと
さ
:^
て
ゐ
る
が
、
.#-
忙

用

ふ

る^ '
時

と 

> 
ふ
言
葉
は
芯
う
し
た
意
味
の
も
の
で
は
ま

W
O元
來
、
J

、の
ぃ
我
國
を
中
心
と
し
た
歡
々
の
戰
爭
も
決
し
完
の

「

?
一
 

っ
が
關
聯
も
意
味
も
な
以
單
孤
の
出
來
事
で
は
故
く 

し
て
极
木
的
元
®'
ょ
り
發
生
す
る
-一
職
，•叫
歇
的
事
件
.の
繼®

で
私
っ
^ ;
事
は
改
め
て
a
く
'ま
で
も
な
'
 
唯
從
來
我
國
ヵ
金
く
受® 

的
で
あ
っ
た
事
が
是
等'の
雞
を
し
，て
恰
も
叫
々
の
；出
來
事
の
様
な
貧
を
士
ら
沒
、，，
成
ひ
ば
安

1
事
變
す
'ら
大
$

、戰
维
の
勃
發 

‘ま
で
ぼ
そ
れ
丈
け
で
獨
立
し
灰
出
來
事.爲
に
思
は
■せ
象

觀

，を'虽
レ
で
へ
ゐ
气
勿
論
大
東
版|
發
と
_
も
受
動
的
で
は
あ
っ
た
。
•併 

し
此
の
戰
#'
*
%契
機
と
しH

我
國
が
刺
然
と
世
與
史
的
主
動
者
の
地
、位
に
あ
不
奮
闕
明
し
た
點
は
最
平
何
人
も
認
む
る
に
逡
巡
せ
ぬ 

、で
あ
ら
ぅ
。
f

於
い
.て
^;
霞

戰

當

，は
そ
1

遂
を
_除
い
て
所
_
平
和
の
一
.
來
福
が
あ
り
得
’な
い
事
は
明
©
に
な
っ
て
ゐ
.る
。

、
 

瘛
ガ
戰
體
制
が
喝
ぇ-ら
^
名
の
も
1减
度
國
防
國
岸
體
制
の
完
備
を
主
艰
す
る
の̂
沘
の
理
に
-*
く
か
ら
で
'あ
'る
0
哪
っ
て
戰
時
と
い
ふ 

言
葉
はEI

下
火
東>3

戰
爭
の
作
戰
遂
行
中
に
’あ
る故

そ
れ
に
最

も
f

, «

し
，ぐ
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
って
、
浩
し
誤
解
を
招

く
と
す
る 

な
ら
ば
國
防
都
恵
濟
秦
ひ
あ
ら
た■む
^
'考
か
、
知
^
-な
い
。
.
.p!
戰
晚
也
、な
る
言
葉
を
以
づ
て
，

示
さ
れ
た
樣
な
輕
佻
浮
華
の
、
 

考
ガ
歐
洲

』

が勃發
す名と
此

■の
戰
時
色
ポ
す
ぐ
流
行
化
し
て
巴1
其
の
他
の
大
#
市

* 1
端
的
婦
人
の
、
服
裝
服
飾

' 

等
袅
さ
れ
た
様
な
あ’ぐ
し
た
^
行
性
と
变
’る
椽
汝
游
方
！

と
考
へ•違
ひ
さ
れ
て
都
市
及
び
都'市
經
濟
の
變
貌
を
說
く'の
で
な
-い 

點
は
充
分
認
め
て
も
ら
ひ
た
いo
.女
が
馨
風
の
幅
子
を
被
っ
たi

服
風
の
洋
裝
を
しf

.す
る
霞
決
し
て
栽
I

へ，て
‘ゐ
る
戰
•
 

•寺
ド
の
都
市
也
沾
め
變
貌
で
は
；ハ
い0
-そ
れ

ば

む

し

，
ろ
、
、

'形
が
如
何
に
あ
ら
ぅ_士
從
來
か
飯
市
'生
活
や
理
念
の
延
長
％
過>
な
い
。

.

然

ら

尤

總

ヵ

戰

體
^ }

か
ら
/

見

た

都

市

麥

其

の

生

诉

實
'

ぅ
1^

ふ

蹵
‘

變

貌

レ

た

か

。
、

.

之
れ
を
論
ず
る
事
は
勿
諭
頗
る
‘

多
本
商
5

 

，る
で
‘
あ
ら
ぅ
：。
市
民
生
活
に
就
い
，て

は

鏨

活

讓

電

文

々

れ

其

吴

食

住
^

就

い

て

篕

の

、刷

者

が

，叫

试

れ

要

請

せ

ら

れ

見

っ

實

一
 

{

打
名
れ
て
ゐ
る
。
形
態
的
，に
は
鄱
市
讲
畫
ゃ
國
土
計
畫
祀

. ^

い
そ
同
、防
都
市
の
完
-

備
が
急
務
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
，

社
脅
的
に
も
從
來
の
：

I大

都

市

坐

活

に

は

ぞ

】

な
も
の
彳
が
生
趄
じ
.っ

ゝ

I

。
'
嚴

み

に

，
雜

p

«

市
.
;®』

が
僻
f

承
蹴
しV

其
の
、編
輯
に
興
色
を
盛
つ
太
碁 

、、
硪
時
，都
布
經
濟
输
猙.

.

.

.

.

•

;‘

.

.

.

.

.

.

.

.

'
* 
ノ

'■
'

■
■•
a
一一
 

'
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5
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都
^

經
濟
.論
序
：

/ 

; 

•
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■
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を
尋
れ
イ
見
る
と
昭
和
小
亙
¥

七
‘月
，'に
は「

事
«'

下
都
市
の
經
濟
鍾」

陳
八
月
に
耳
鞭
晚
市
民
生
活〕

亂
十
六
年」

|

1

月
に
は「

臨
戰 

.
腹

勢

と

都

市

財

，
政

」

同

十

七

屯

I

月
に
は「

1

售
歐
洲
都
'市
事
情j

同一

ニ
月
■
に
，は「

撕
赃
態
勢
と
地
方
行
政
以
改
革」

を
特
輯
し
11

に
戰
時 

|*

ヤ
の
諸
陳
題
中「

生
鮮
會
觀
品
出
荷
配
給
银
制
問
題」

ハ
昭
和
十
穴
年
五
月)

「

都
給
铳
制
と
都
市
の
經
濟
活
動」

(

同
7\

月)
「

都
市
稍
贽 

者
組
織
-
!
-

(

昭
和
十
七
年
四
凡)

等
を
取
り
上
げ
て
，間
题
と
し
て
ゐ
.
る
。

，是

等

.
は

其

の

表

題

に

戰

時

な

る

文

字

を

明

^

に
用
ひ
、て
ゐ
な
い 

が

間

題

そ

の

も

の

、
が

戰

時

下

的

で

ぁ

，
る

事

ば

何

人

に

も

容

易

に

齋

钟

せ

ら

れ

得

'
:る
と
こ
ろ
で
_
ぁ
必
0

敷
す
る
に
、
之
れ
に
ょ
.つ
て
明
白 

で
I

樣
に
都
市
經
濟
及
び
坐
活
の
‘ぁ
ら
ゆ
る
方
面
に
！■
旦ぺ
て
變
換
又
は
•

貌

を

来

め.
■

，
が

出

來

る

。

.以

下

•は

落

、
都
.市
行
政
、

,
經r

社
會
、
交
通
、
都
市'

I及
び
市
民
着
l

_

i

s

l

i

fし
I

;

，
 

’ 

.

ノ 

\

 

. 

ニ 1 

.

,

' 

‘
V 

•

.•
. 

先
づ
都
^3

行
政
上
か
^

見
る
と
如
何
な
办
_

化
が
>

;
じ
た
か
，。
之
れ
を
大
周
的
問
題
と
し
て
見
れ
ぬ
地
方
«
政
の
此
荜
と
い
ふ
問
題 

\

に
：̂
b

國
政
]|
|

铌
，地
方
計
畫
^

主
衝
に
.
對
應
し
て
綜
合
府
-1
1

制
36

は
地
方
制
の
行
政
ぎ
備
の
問
題
が
取
：̂
上
げ
ら
ル
る
0

ぞ
れ
は
勿
論
、 

今

次

戰

矫

に

先

立

.つ

て

旣

に

十

筆

以

前

か

6 -

一
 

部
識
者

cO
'

切
々
.と
論
じ
セ
ゐ
た
所
で

?>
:

る
が
遂
に

聽

か

れ

る

-
事

な

く
臨

a

^

制
下
に 

•

ま
で
進
ん
で
了
つ
た
の
で
ぁ
る
'.
0

殊
に
所
謂
府
縣
封
建
制
と
稱
す
る
歌
情
の
下
に
物
資
出
廻
り
の
不
圓
滑
が
櫸
度
、に
痛
感
せ
ら
る
X

に 

及
ん
で
數
^

^

綜
含
化
し
て
地
方
廳
め
如
身
經
亭
康
業
，•!!
:
'會
.

文

化

的

，に

合

理

的

方

國

：

f|

地
方
北
の
單
位
を
設
立
す
べ
し
と
沄
ふ 

虱
歌
は
强
ま
つ
■
て
來
て
ゐ
る
。

*.
.

'

■

•

‘

，

-
■
■ 
ノ 

： 

- 

、
 

、
. 

•
.

之
れ
と
同
1

1

役
所
の
f

中
H

I

要
^;
せ
ら
れ
て
ゐ
る
矣
に
、
東
京
市
に
つ
；

は
都
制
即
行
の
聲
も
大

き
い
。

■

.

.
 

-
.

併
し
更
に
注
目
す
可
き
は
.

一

都
市
の
行
政
に
あ
た
る
市
役
所
そ
れ
自
體
が
此
か
態
勢
.の
下
に
頗
る
時
局
的
な
變
化
を
示
し
た
點
で
あ

る
。
戰
時
體
制
の
強
化
と̂

に
市
炉
撥
當
す
る
事
務
が
頗
る
楳
雜
に
な
る
反
面
、
取
扱
事
務
の
數
量
も
非
常
に
激
雄
し
た
事
は
說
明
を 

俟
つ
ま
で
も
な
く
明!̂
で
あ
.る
。
然
か
も
他
方
に
は
勞
力
不
足
で
殊
に
府
縣
廳'又
は
市
廳
掌
か
ら
、可
な
り
多
數
の
官
公
吏
が
近
^
^
ん 

に
南
方
に
轉
出
す
る
勢
を
見
せ.
'て
ゐ
る
か
ら
市
政
執
務'の難

！！

は
想
像
す
る
；.に
餘
り
あ
る
。，
併
し
其
の
點
は
別
と
し
て
臨
戰
態
勢
下
に 

市
役
所
內
に
於
い'て
は
ど
ん
な
機
構
上
の
，變
化t
示
し
だ
か
。
，

;'
•
.

市
^ \
所
組
織
の
內
に
時
局
な
部
課
と
じ
て
指
摘
に
價
す
る
も
の
は
總
動
員
部
、
齡
齋
局

(

部)

時
局
部
、
消
費
經
濟
部
、
物
資
調
截
部
、 

市
民
局
、
时
‘會
亂
箪
事
換
護
課
萼
で
ぃ
總
動
員
奢
務
、
防
空
鼠
務
、
，
配
給
統
制
消
費
赛
に
伴
ふ
事
務

•：
啊
内
會
盤
備
、
軍
人
獲
護
厚 

.，坐
に
關
ホ
る
事
餘
等
に
就
い
て«
も
良
く
時
局
性
を
示
し5
ゐ
る
o(

小
古
間
隆
藏
氏「

戰
時
體
制
■の
進
展
と
市
ひ
分
課
組
織
の
變
遷
し
雜.
 

.誌「

都
市
問
題」

本
年
ニ
月
號)

命
畫
に
關
す
る
部
局
課
の
如.き
^1

見
、
降
局
に
の
み
紱
び
つ
け
ら
れ
る
も;^
で
無
い
.と
思
は
れ
る
が 

「

市
政
が
敏
時
燜
制
下
從
來
の
所
歡.
治

行

政

'
か
ら
國
，策
遂
狩
の4

翼
と
し
て
.國
政
化
，す
る'全
體
主
義
的
轉
換
に
當
り
、
新
規
の
仕
政
# 

務
に
應
接
の
贩
が
な
い
實
情
か
ら
行
赋
の‘合
理
化
綜
合
統
ー
化
の.要
請
に
基
づ
ぐ
も.の」

(

前
福
書)

と
し
で
時
局
下
に
於
い
て
最
も
大

き
ぐ
M
T-
び
上
つ
た
と 
一

R

へ.
.̂

で
あ
ぢ
ヶ
'

o
反
之
、
觀
光
事
業
に
關
す
る
課
の
如
，き
が
特
殊
の
都
市
は
训
に
1

て
他
の
.都
市
に
於
い
て

は

' »

 

t

 

«

 

*

 

*

後
退
し
た
と
い
ふ
の
*
^
當
截
で
、あ
ら
ぅ
0.

ゾ

'

: :

'
斯
く
の
如
く
し
で
市
贤
汫
內
の
組
，織
に
は
從
來
見
ら
れ
.な
か
つ
た
事
務
，
殊
に
最
も
複
雜
を.極
め
る
事
務
が
現
は
れ
て
來
た
。
恐
ら 

:

く
是
等
の
事
務
、
即
ち
如
上(0
'
§
局
課
が
4
、體
的
，に
取
扱
ふ
事
務
を
詳
細
に
羅
列
し
た
な
も
ば
,
人
も
.其
，の
祺
雜
食
る
に
驚
く
で
あ
ら 

ぅ
い
試
み
に
前
损
小
古•間
氏
のi

文
か
らr

總
動
員j

部
に
■
す
る
事
觀
の
一
部
を
轉
爾
す
る
と
、
一
兀
來
が
國
民
精
神
織
動
員
運
動
に
.由 

,來
す
る
此
の
澉
動
が「

.単
な
，る
，精
神
的
運
動
と
し
て
戴
式
的
行
事
乃
蛋
稿
軍
、
傷
病
將
士
な
ち
び
に

'遺
家
族
慰
側
、
職
域
泰
公
等-に
||
'
ま
'
 

-

名
こ
ど
な
く
、
隞
品
囘
收
、
代
用
品
獎
亂
、
消
費
節
抑
、，，國
債
應
寡

.、
、貯
蓄
獎
働
，等.の'^
被
澈
善
運
働
と
な
，り
、
東
蓝
共
榮
圈'指
導
者
.
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5六
、ノ 

、
と

レ

，
て

文

化

振

興

领

動

と

な

';
1
)
1上
意
飞
蜜
下
意
土.澉
の
，風
織
と
レ'て
，
大1
翼

齋

會̂;
生

れ

る
.±
‘で
に
•は
幾
多
‘の
め
ま
ぐ
る
し
い
活
斷 

:^
組
機
の
改
革
が
つ
义
け
ら
ル
た.0
、
|

贮
:^
^
て
ぬ
國
民
精
神
«
遞
負
運
動
賓
行
^
を
設
け
ル
あ
r
ゆ
る
團
體
を
總
動
員U
て
宣
傳 

6

活
，動
を
行
つ
^
の
に
始
ぞ
り
、
や
が
て#

•
■'
?

町
竹
會
•隣
細
の
常
會
開
催-に
ま
で
實
質
化
し
た

」

，の
で
あ
を
。
而
し
て
此
：

Q

町
內
會
， 

瞵
鉱
(0
-
,盤
婶
.運
動
た
る
七
之
れ.又
、
其
の
性
質
上_
る
戴
瑣
な
事
務
で
杈̂:
事
は
考
ふ
を
俟
た
な
い
？
'町
內
會
を
瓶
じ
て
市
民
が
區
叉 

へ
ぼ
歡
當
减
に
如
何
に
複
雜
に
し
て
煩
勞
尨
る
接
觸
を
し
て
ゐ
る
か
旣
に
風
知
の
妣
べ
で
あ
る

 ̂

• 

> 
.

靡
1

獻

情
_

遠

證
|

5

^

^

_

«

1

^

^簾

$

|

|

1

^

^

^

_

_

_霧

_

:

_

麗
_

馨

響
.

、
t

け
’れ
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
る
が
.、
其
の
處
週
.上
如
何
に
合
理
的
に
.改
良
せ
ら
石
べ
き
か
は
.別
問
題
と
し
て
-
’
.故
に
戰
隊
下
都
市
生
‘活
の
. 

變
貌
に
直
接
關
爆
の
あ
る
公
共
，組
織
そ
の
も
<0
,

、
變

轉

を

如

實

，
に
，
示

し

て

ゐ

る

0
-

:

，

 

.

.

. 

^

:

.

.

^

. 

、

. 

■
.

/ 

t 

{ 

1 

1

次
に
經
濟
の
•部E

で
見
る
と
,^
づ
•第
lfc
-
都
市
れ
性
格
が
著
し
ぐ

K

業
的
構
成
に
な
つ
て
來
て
ゐ
る\o
離
市
人
ロ
め
職
業
®
業
別
權 

省
の
薪
し
>
統
針
が
乐
さ
机
て
、ゐ
な
い
か
ら
し
て'
*其
以
方
面
か
ら
，此
9
:問
題
に
進
む
嚓
は
出
來
散
い
亦
、
、
六
大
都
市
及
び
重
耍
卫
業 

地
帶
を
含
む
方
府
應
に
於
け
る

H
l
f

氣

，
積

の

艰

況

を

見

る

ぶ

此

’の
間
の
_
情

測

が

つ
く
？
即
ち
昭
和
五
苹
に
，於
い
て
は
大
阪•*•
.
 

*
為

庫
*神
奈
]̂
[
愛
知
*
_岡
の
{ハ
大
^
縣
に
>
^/
る
エ
場
勞
働
者
激
め
全
國
亂
合
が
一
一
五•三V

X
場
生
庫
額
^
割
含
が
五
七
•
三 

,
で̂
耖
つ
た
に
_
レ
て
.昭
和
十
三
年
に
は
前
者’が
：4
五

，

一
、
气

後

者

が

六

六

^
に
增
加
し
來
て
ゐ
る0
_

(
「

日
本
都
取
年
鑑」

第
十
一
卷
，

) 

昭
别
十
三
年
處Q

傾
向
に
就
い
て
ば
改‘めV

説y

ま
，で
、t
な
か
ら
ぅ
し
、.又
別
の
方
面
か
ら
觀
察
す
れ
ば
川
崎
市
が
昭
和
十
五
S
 

の
國
勢
調
齑
に
玲
い
、で1ニ
'十
萬
人
.に
達
し
て
内
雄
都
市
順
位
，の
允
位
を
内‘め
る
に
到
つ
た
事^
都
市
の
エ
業
的
_
成
を
有
カ
に物
語

つ 

て
ゐ
る
b
-是
等
の
都
市
に
國
防
色
め
顧
勞
者
资
が
到t處
で
氾
濫
，じ
て
か
る
事,̂
吾
.々
.の
日
常
觀
察
し
#
る
所
で
^:
る
。
他
方
招
和
十
，

I"

55
:
.
年
议
_

著
し
く
增
鄭
し
た
•き
興
都
^:

故
に
斯
た
に
贫
抓
貌
甘
を
見
た
都
沛
は
霉
の
本
源
の
’新
古
に
拘
ら
ず
新
た
に
勃
興
を
^
た
契 

m>
ti
:

.

H業
的
勢
力
に
基
く
も
の
が
少
く
な
>

。，，都
市
そ
の
も
の
、
本
來
め
性
称
が
工
業
的
であ

'-

る
と
い
ふ
解
釋
は
必
ず
し
も
筆
齊
の
賛 

す
る
所
で
；̂

i

•
がH

業
の
集
積
が
*

<0.

の
集
積
に
哿
し
く
貢
献
’

，
る

，事

は

疑

’な
.き
观
々
あ
つ
て
、
此
の
意
味
で
過
大
都
布
汾
散
を
エ 

#*

分
散
に
求
め
た
¥-

は
正
し
い
9

其
の
限
り
に
於
い
ヤ
款
激
な
る
儲
都
市
の
氛
風
が
土
桊
观
か
あ
り
て
多
く
の
都
市
が
王
業
的
構
成
を 

著
く
し
エ
業
的
挫
格
を
濃
摩
に
し
.て
，'ゐ

る

と

分

，
へ

.
る
。(

「

三
田
學
.#

濰
誌」

.
昭
和
十
六
年
七
月
號
拙
稿「

本
部
都
市
發
齋t

近
.
狀」
'參

、反
之
、
故
#
的
に
は
明
承
し
_
い
が
商
黎
、1殊
1
小
寶
商
の
整
理
銃
合
に
足
つ
，て
都
市
.に
於
け
る
商
業
的
勢
カ
に
後
返
を
見
大
事
は 

察
知
す
^
に
難
く
あ
る
ま
い
。
一
後
既
に
も
述
ぶ
る
樣
に
抓
呵
の
商
雀
に
は
其
W
所
謂
都
市
的
特
微.
/
'
其
の
典
、型
は
小I

f貨
店)

霍

厚
 

で
あ
り
此
の
小
都
市

^
は
町
や
村
落
に
於
け
る
小* ：
商
業
' 办
の
典
.型
は
荒
物
屋
ょ
'ろ
づ
屋0

と
全
く
異
る
存
在
で.
名
が
戰
時
編■ 

•制
の
.打
擧
は
，前
者
に
最
も
著
し
い
丈
け
に
都
市-の.酿
薬
'的
鞲
成
汲
び
性
來
に
臂
し
い
變
化.の
-欺
は
れ
る
は
當
然
で
あ
る
^
此
の
點
に
就 

.い

.て
-の
新
傾
向
に
就
い
て.は
此
の
現
ひ
後
段
に
讓
る。

■ 

V

- 

'

,都
市
人
ロ
の
職
業
構
成
に
就
い'.て
1
5
察̂
知
$

る̂
點
は
公
務
自
由
業
の
比
較
的
增
大
で
は‘な
い
か
と
思
ふ
。

一
方
に
國
土
訐
畫
そ 

‘の
他
で
分
散
論
が
唱
導
さ
れ
，る
に
も
御
ら1ず
、
各
方
面
に
於
け
る
統
制
强
化
は
中
央
宫
廳
及
び
萁
の
他
^
中
央
機
能
の
强
化
と
共
に
之 

れ
だ
著
し
く
膨
ボ
せ
し
，が
て
ゐ
ん
。
從
つ
て
此
の
方
面
に
，於
け
^
人
口
比
率
の
增
加
は
若
し
職
業
統
訃
の
最
も
新
し
か
も
の
を
利
用
す 

る
事
が
出
來
た
^-
ら
ば
恐
ら
.'<
之
れ
を
實
證
す
る
連
が
出
來
る
や
で,̂
な
.か
ら
;^
か
と
思
ふ
。
便
に
同
じ
く̂
俞

的

生

活

に

最
^̂
ょ

く 

附
^ :
す
る
家
事
使
用
人
軋
阼
今
の
事
情
ょ
丨
す
，れ
ば
可
，な
ヵ
の
減
少
を
不
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
务
ぅ
か
と
思

_は
.れ
る
。'

.

•
要
-t
.
、
都
市
<

n;
g

職

業

構

成

ば

，、

勿

歡

^-
-

都

市

自|1
:

の

性

質.に
.ょ

つ̂

必

ず

し.も

，
1

«

で
.
無
.、い

が，
.
' 大

髖

に

於

い

K

相

當

叉

は

可
h

戰

時

f

I
驗

序

§
c
ao'
s

i-a



戰
時
.都
市
'^
濟
'論
序
，
-
. 

V

•:
•

四
八
 

S

QA '〕

，な

り

著

し
w
r化
音
生
ん
で
^
る
と
想
駿
す
が
'事
は
許
さ
れ
^
の
>
な
か
ら
ぅ
か
。

‘

.
■

M
に
經
•濟
的
方
面
に
第
い
て
見
れ
ば
企
業W
整
理
合
同
、
統
制
の
凋
化
は
都
市
の
中
心
的
機
能
を
益
/
强
化
し
た
と
运
へ
るo
大
東 

,京
の
尨
大
な
る
人
ロ;%
加
は
疋
し
:'
<

»
の
證
左
.で
あ
つ
て
、
，殊
に
柬
京
を
中
心̂
す
る
、
殆
>
、全
.亂
的
な
咬
通
混
，
は
中
、し
虽
匕
の
一
’ 

具

微

例

と

，
な
/>
?
中
小
'商
^-
業
者
の
轉
失
業
問
姻
も
或
は
都
市
の
體
制
と1
べ
都
市
と
し
て
、9
問
題
を
藏
し
ズ
ゐ
る.;0
東
京
市
民
の
滿 

蒙
移
^
が
傅
へ
-̂
れ
て
ゐ
る
が
、，i
蒙
移
'民
が
從
來»
濃
^
的
^'
の
み
眼
^-
せ
ら
れ
て
ゐ
た
事
情
か
ら
見
れ
ば
正
し
く
一

 
墙
A
陸
奇
的
•
 

現
象
と
田
心
は
れ
る
，で
あ
ら
ぅ
が
、
之.れ
こ
.そ
戰
時
都
沛
經
濟
の
別
の--
;
*面
た
る
を
失
は
な
い
。
 

v 

•

,

,
/.
併
し
鄭
市
自
體
の̂

に
あ
づ
て
最
も
顯
著
な
る
變
化
を
示
し
た
の
は
何
上
ー
1
<つ
て
も
配
給
組
織
で
あ
つ
て
配̂

制̂
±
^

如
に
^
來 

の
.都
せ

坐
活
が
盥
富
が
る
物
資
の
，極
め
て
、潤̂
:な
1
配
給
の
^
に
貧
ま
れ
て
ゐ
た
丈
け
に
此
の
，變
化
，

は

確

か

に

极

本

的

e
,あ
.る
。
，
生
活 

..必
需
ロ
叫
其
の
他
め
物
資
配
給
の
情
況
ガ
市
号
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
就
い
て
比
後
段
の
市
民
ギ
游
の
項
に
於
い
て
述
ぺ
る
農
定
で
あ
る 

が
、
赴
で
は
配
給
就
制
，の
必
然
的
現
象

AT
し

，
て

配

輪

組

織

'の
.變
革
に
就
ぎ
、
蓝
干
の
問
題
を•借
摘
し
て
見
た
い
。
■ ' 

.

. 

物
資
の
配
■給
が
切
符
制
割
當
制
に
な
つ•た
事
に
就
い
て
は
別
に
茲.で
問
題
に
、し
^
い
。
た
，：̂
切
符
制
又
は
割
當
制
に
於
け
る
配
合
標

■
給

組
:#
■
_

德

鰍

爲

響

機t:
繼

*)
;
.
_義
_
策
1

_

_
卷
_
漏

變

：：.
_
^
^

巧
潘
窗
嚷
淡
靡
寒
靡
爾̂

赁̂
雜
錄
M

獅̂
解
^
 ̂

受
*t
:
;
 

た
:^
は
其
の
屯
活
上
い
づ
れ
に
せ
ょ

r

打

擊

で

，
あ

つ

た

。

何

等

.か
の
機
會
に
指
摘
し
て
知
い
た
様
に
米
穀
の
配
給
割
當
、
岩

通

帳

制

、
 

.が
行
は
れ
、る̂

至
つ
.てto
民
の
時
局
認
識
が
俄
然
改
ま
つ
た*
は
遺
憾
‘な
が
ら
事
實
で
.あ
，つ
た
。
#溏
殊
に
味
1#
#
油
の
割
當
、的
^
此 

の
時
局
的
;*
^
^
1
,
層
痛
切
の
‘も
の
龙
ら
し
め
衣
料
切
符
制
に
至
つ
セ
は
、
來
る
も
の
’が
當
然
來
た
と
は
一
其
ひ
乍
ら
布
民
を
し
て
配
給 

物
資
の
® 

B
ir

に
^
I

て
愈
ミ
点
活
設
許
を
愼
重■な
^
し
む
可
き
.必
要
を
痛
感
せ
し
め
た,0
唯
食
料
品
の
場
ん
ロ
と
異
り
、_卞
料
に
^

い
て

.±
所
謂
ス
ト
ッ
ク
私
る
，も
の
が
そ
の.當
初
に
於
い
て
は
比
較
的
に
潤
澤
で
ぁ
る
が
故
に
市
民
を
し
て
直
ち
に
數
量
割
當
に
-ょ
る
不
足
感 

を
懷
か
し
め
ぬ
で
あ
；ら
う
が
、

一

鹿
や
X
S期
に
百I

つ
て
の
見
透
し
を
行
へ
ば
之
れ
义
容
易
な
ら
ざ
る
設
計
の
必
要
を
自
覺
す
る
で
あ

ィ1

漏

_

戀

載

戀

_

璧

_

^
の
、生
活
'習
1

り
し
て
其
の
配
^.
;
量
ば
頗
る
苦
痛
的
で.あ
，o'
た
.

れ
ば
配
給
終
，

P

上
當
絡
な
I
理
で
あ
っ
て
配
給
統
制
は
，そ
の‘量

.
 

に
於
い
て
必
然
不
足
的
で
あ
る
べ
き
も
の
で
、

-

其
の
爲
か
に
消
贤
規JE
*
が
問
題
と
な
•る
の
’で
あ
る)

し

か

し

か
く
の
如
き
配
給
物
資中 

‘最
も
其
の
量
及
.び
標
_
に
就
い
.て
困
難
で
あ
っ
た
め'は
木
炭
の
配
給
で
あ
ら
ぅ。
' 之
れ
は
各
世
帶
の
人
數•居
往
情
況
•生
活
寧
情
に
ょ 

-
0て
頗
る
複
雜
な
，’る
變
化
を
示
す
が
故‘に
米
叉
は
砂
糖
の
場‘合
に
於
け
る
程
簡
，單
で
ゅ
な.い
0
恐
ら
<
配
給
|+
截
：に
於
い
て
之
れ
位
賴 

準
の
確
定
.に
困
•難
為
も
の
は
恐
ら
く
他
に
あ
を
ま
い。
.
. 

.

ノ
併
じ
亂
給
標
準
の
、問
亂
は
她
域
性
の
問
題
と
結
び
っ
け
る
ど
'な
ほ
气
调
難
を
倍
加
す
る
。
今
日
配
給
數
•量
の
決
定
及
び
そ
仉
が
適 

用
せ
ら
る
-\
地
域
は
常
ぬ
市
町
村
の
各
行
政
，區
域
を
以
つ.て
範
圍
と
"し
て
ゐ
る
0然
.か
か
'に
市
'町
村
の
行
政
的
區
劃
だ
る
や
、
社
會
上
の 

實
際
地
域
と
は
必
ず
し
も

一

致
し
て
ゐ
な
い
。
砂«-
配
給
の
-は
‘じ
必
矿
當
っ
'て
朿
京•

橫
濱
の
.兩
市
に
’は
i

っ
た
川
崎
市
或
ひ
は
近 

隣
町
村
は
非
常
な
る
砂
糖
入
手
難
に
襲
，は
れ
た
。
今
日
に
於
い
て
は
切
符
制
が
普
遍
化
し
て
ゐ
る
故
に
此
の
困
難
ば
克

f

れ
た
が
市 

'部
郡
部
の
别
に
ょる
凝

‘3

办
相
^
ば
少
な
か
：ら
ぬ
不
均
衡
を
，實
際
市.民
•に
感
ぜ
し
め
て
，ゐ
ぶ
。
殊
に
近.來
'#
挪
市〔

市)

が
近
郊
又 

は
そ
の
«
#*
の
村
を
合
併
し
て
布.域
を
擴
大
.し
、
又
小
さ
い
町
、が
附
近
ル«
ヶ
村
を
合
併
し
て
市
制
を
し
く
事
實
が
多
噹
に
つ
、れ
て
、 

此
の
.不
，均
.
は
相
當
著
し
く
な
り
っV
あ
る
ど
考
へ
ら
れ
る.

(

此
の
沛
域
氣
張
及
办
近
來
市
に
な
っ
、た
小
都
市
が
比
較
的
廣
大
な
市
域 

を
持
っ
と
'い
ふ
點
に
っ
い
て
，は
小
古_
氏
が
襲
七
'陳
垄
斷
市
调
題
會
»
_會
文
献
に
硏
究
報
告
を
寄
せ
て“
る
0「

市
域
に
見
る
都
市 

:

|
鄭
狀
經
濟
1
樣

，

ノ 

•
： 

,

.

:

四
•九
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四
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‘發
展
の
動
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參
腋)

此
の
，事
は
牛^
實
態
が
從
來
の
I

s
農
村
的
^
ぁ
り
’
乍̂
、
形
式
上
.で
は
市
民
化
し
て
、
都
市
れ
文
化
性
を
容

,
•
バ.
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認
せ
'ら
れ
た
市
厌
的
镖
權
を
賦«
さ
れ
^'
と
い
.ふ
結
果
に
な
つ
て
が
る
，
之
れ
は
砂_
及
衣
料
切
符
制
に
軟
い
て
云
：ひ
锝
名
所
で
ぁ9
 

-

て

此

の

點

は

，
消

費

規

JE
が
徹
底
化
を
要
望
せ
ら*る
c
屄
面
，̂
は
愼
重
.に
考
厲
せ
ら
れ
：て
然
シ
可
き
で
ぁ
る
。
殊
に
大
都
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ぁ
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家
庭
抑
配
給
，以
外
に
業
務
用
配
給
に
依
存
し
得
•る
事
情
如
多
分
#
す
る
に
對
し
市
域
外
な
る
滞
外
生
活
者
ば

(

之
れ
も
そ
の
虫
辟
に
於

. 

:
.^'
|

:立
派
^ (
市
民
的
セ
菸
る
が
蘇
外
地(0
性
質
土
是
等
.の
，
外

部

敉

設

備

迄

奈

<

^
弋
ゐ
冬
が
故
迄
^
現
4

都̂
市
論」

第
三
家
第 

五
、」

へ
節「

郊
外
社
會
に
顧
す
る'研
究
_
ぎ

，'郡
哪
|

庭
向
|

量
に
ヌ
依
存
せ
|

|

な

备

^

そ
め
打
擊
は
霸
8
 

,
_を
見
出
-1
-
.得
な
い
ゎ
セ
.ぁ
：る
';
0
/
.
.
此
.の
點
セ
ほ
内
.爲
镇
.が

、
據
し
な
が
0
だ
亂
は
充
分
敬
意
を
拂
は
：れ
て
い
、*0
べ
灕
誌r

大
‘火
故
：

T

四
月
號
拙
骗「

町
内
1#
法
制
化
に
際
し
で
註
文
若
干

」

參
照•)

.

配
^
統
制
上
、
機
構
的
に
近
く
重
大
な
摘
能
を
以
つ
：て
現
は
机
て
咪
た
の
ば
断
内

#
で
ぁ
^
。
町
内
會
の
社
會
的
性
格
に
つ
い
て
は 

淡
'に
述
-ベ
る
が
町
内
#'
部
落
會
が
：见
給
機
篇
上'の
.重
锶
な
>
亂
織
と
が
つ
て
來
た
事
は
、
近
来
如
何
に
各
市
民
が
物
資
の
配
給
に
0 :
い 

.•一
の
組
織
に
ょ
.か
&

し
.か
れ
依
存
'1
:
る

呢

頗

：
る

大

と

.な
^
た

事

實.，に
ょ

つ̂
說

明

せ.

1名
。：
町
代
象
舻
齓
く
ゎ̂
^

■h
の
當
丨
账
な
る
，組
織
だ
る
や
を
や
に
就
い
て
は
砰
考
す
^
身
問
勝
も
杏
ら
ぅ
が
ノ
配
給
物
質
に
つ
い
て
の
不
自
由
ゆ
、
配
給
方
法
に
つ

.

.
}い
^
の

本

議

；
に

麗

す

る

I
の
^
參

：蒙

髮C

豪

0
*例
が
.遠
方
費
«
占

氣

0'
列
_

玆
隹
配
給
組
_
の
*

域

場
じ
て
來
る
に
锄
，る
の
で
あ
る
。
ン
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小
寶
配
給
機
關
は
其00
'
挫
質
上
1兀
.來
が

地
.*
_
セ
,
斧
の
を
通
例
と
そ.る
部
太
響
忙
ぁ
つ
て
は
購̂

-

は
此
•の
地一

兀
性
を
喪
失
せ
し
む
る
迄
に
長
大
な.る
を
原
則
と
し
^T

し
か
し
戰
®

前̂
-か
ら
小
賣
澈
問
題
の
對
策
と
レ
て
地
元
商
人
の 

間
題
は
相
當
1
1
取̂
±:
げ
ら
^

者
の
如
.き
參
2*
1
王
半
前
-に
小
費
商
間
題
£
就
い
ぞ
龚
办
地
域
挫̂

彳

C

雜
誌
ヮ
經
f
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眧
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五
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號
參
照
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笠

：羡
«

<
«1
內

墓
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#の
_
題(

が

擡

頭

し

灰

頃

，
，啪

果

す

可

：

き
：®;

' 

能
.の

内

虼-̂
之
札
が
她
允
瓶
店
傅
の
形
式̂
現
ぼ
れ
る
象
職
分
1

1
び
づ
く
^

.第
五
章
第
空
節
參
照〉

埘
內
會
が
物
資
配
給‘忙
专
ぃ
そ
切
符
制
そ̂

他

ヤ

：重

栗

な

機

關

ー

に

也

る

於

面

.、.，
消

氣

者

組
-»
を
町
內
會
單
位に 

,設
.定
す
苓
と
い
'ふ
事

は

今

，
日
：そ

め

«
現
.を
必
«
化

し

ネ

ゐ.冬
«'
向

比

あ

：
'る
9
,
酬

べ

迕
 

配
.
 

絡
地
區
は
_

0
00
地
.域

支

基

本

と

ぜ

、
し

め

4
私
ャ
.ゐ
"る
今( 「

都
#
.
:
1四^
號
佐
^
木
久
兵
衞
氏
-̂
1满
合 

費
規
正：

の
.敦
礎
と
し
.て
の
配
給
地
；區
制
を
中
心
と
し'2
此
の
..論
文

の

表

題

は

，
、

.
_消
費
者
組
獮
及
が
之
れ
に'つ
.一
.て
の
町
內
會
の
.關
係
.
.

I等
の
問
題
が
>

日
如
何
な
る
約
來
の
下
哀
生
れ'て
ゐ
る
が
を
戾
く
示
、し
て.ゐ
る)

。

. 

•
•

■
斯
ぐ
の
如
き
，•は
近
隣
社
會
の
.，組
織
化
に
於
い
て
大_
市
生
活
の
<
題
t
幾
分
な
り
と
も
解
決
し
て
行
か
’ぅ
と
す
る
立
場
を
持
つ
背
に 

と
つ
て
誠
に
希
塗
多
き.試
練
2
云
は
ね
，ば
な'ら
ぬ
。
殊
に
戰
時
態
制
の
意
味
を
胃-厨
に
述
べ
た
意
味
に
解
釋
す
る
上
か
ら
は
、
之

れ

は.
 

ぺ
垂
に：

著

き

：̂

^
團
形
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询

な
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ざ
へ
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名
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”
先
づ
る
れ
を
柳
內
會
組
撒̂ 
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I

兀
來
’

i

內
會
的
組
織
は
隣
保
社#

の
組
織
化
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あ
り
，地i:

几*

會
の
自
律
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性
を
目
的
-

と
す
る
も
の
％
あ
る
か
ら
し
て
本
來
の
性
格
か'
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戰

時

都

市

越

濟

論

免' 

、

< 

一

’.

五
?

(

四
ニ一)

'と
呼
び
得
る」

4
社
會
擧
的
に
定
義
を
ら
れ
て
ゐ
る
事
に
ょ
？

も
明
白
の
樣
に
地
1兀
社
會
の
有
効
な
組
織
化
は
.現
代
大
都
市
社
會 

に

於

い

て

異

質

的

，
の

も

Q

拿
る
が
二
應
は
’眷
で
あ
；ら
ぅ.。
旣
に
i

代
大
都
市
論
：

1.£ 於

.い
て
指
摘
し
だ
様-に
'大
都
、市
社
會
は
地
域
，
 

的
'に
流
動
_の
社
#
で
あ
つ
で
喜
生
-活
が
全
賦
的
に
は
地%
に
固
定
せ
.ら
る
、
所
な
き
炉
原
則
，で
あ
る
。，
そ
れ
故

、

定
着
固
^
の
生
^
:
:

 

が
常
態
1

0
た
^
の
I

組
織
や
現
在
S

村
の
地
1

双
を
其
の
儘
現
代
大
都
市1
會
に
|

し
樣
と
す
る
I

管

に

^

1 

で
あ
^
.
#*
し
現
^
2*^
:
-都
市
ひ
产
部
は
其
の
構
成
に
於
い
-て
頗
る
複
雜
で
あ
る
が
故
に
舊
肥
會
的
な
淺
摔
が
停
滯
し
て
ゐ
る
地
域
も
皆 

無
で
な
く
叉
其
の
生
柄
に
於

.

s V

比
較
的
，

H

 p

定
的
で
あ
る
地
元
的
地
域
も
存
在
す

‘K3

の

 ̂

o

唯
//

甲Q

地
或
に
切
、
い 

て
成
功
し
た
組
織
や

i
法
が
そ
の
ま
、
性
質
の’興
つ
た
乙
の
地
域
に
於
い
て
成
功
す
る
，と
は
全
ぐ
豫
想
出
來
な
い
の
が
歡
然
で
あ
る
。 

.
•
=
4
の
意
味
で
职
代
の|^
^
會
組
織
は
新
し
い
耍
求
の
下
に
新
し
い
組
|
|
と
手
法
と
に
ょ
つ
て
生
れ
出
る
可
き

^
の
で
あ
る
ど
考
へ
る
の 

於
當
を
微
て
ゐ
る。

. 

‘ 
•

——

 

-
• 

. 

• 

' 

'

£
1
1
_
會
及
ガ
隣
組
の
1

組
織
が
如
何
に
し
て
そ
の
、
_

蟲
ぜ
ら
れ
る
に
至
つ
た
か
に
就
い̂
は

旣

に

馨

に

於

い

.
£
|
じ

た

片
 

，で
あ
る
か
ら
し
で
营
は
省
略
す
る
と
じ
て
、

「
支
那
事
變
以
來
、
國
民
精
神.總
動
員
の
實
鐵
、
都
市
防
空
、
、絲
後
後
後
、
貯
蓄
獎
勵
そ 

一

^

塞
.
：

る
に
至
つ
た
じ
^
日

本

都

市

®」

第
十
一
，
卷

姐

市

黯

織

の

項

參

照

)

斯
ぐ
し 

て
昭
和
，十
H

S
來

裏

市

、
火
贩
.
m等H

於
.い
て
漸
く
活
管
組
織

活

動

が

管

れ

る

昏

ん

走

。
じ
が
し
町
內
會
組
織
が
敗

S

 

要
I

つ

た

の

は

戰

時

生

洁

.規

正

が

,®
大
化
し
生
活
必
需
品
の
切
贫
に
ょ
る.割
當
風
給
が
實
現
せ
ら
る
に_到
つ
て
'
 

S
會
隣
a
は

l

l

I I
要

雙

■
懸

■

襲

獲

養

藤

儀

#

*

1
賴

議

顏

る
浮
淺
な
る
關
心
も一

度
-
第
、
必
需
物
質
0'
配
給
忙
關
.す
る
ギ
忽
ち
に
そ
の
態
窘
歡
へ
た

「

現
金
さ」

.を
諷
し
た
も
の
で
あ
る
が
、 

今
日
に
於
い
て
は
諷
刺S

の
'餘
猶
の
な
い
程
、
戰
時
生-活
に
密
着
し
て
了
つ
た
。
内_

の
昭
和
十
-五
年
九
月
の
訓
令
、
.部
落
會
町

§

等
.
S羅
領
含
的
義
篇
が
賦
與
叱
ら
れ
、

’
•今
日
に
於
い
て
は
其
の
法
.制
化
實
現
の
機
運
に
ま
で
到
達
じ 

て
ゐ
る
。( 「

都
市
問
題」

阯
月
號
，

「

町
内
倉
に
關
す
る
研
究
要
綱

」

參
照〕

其
の
結
果
昭
和
十
五
年’末
に
於
け
る
条
市
の
隣
保
組
織
盤
備
に
、
 

就
い
て
は
^
11
-完
了
せ
.る
町
内
會
數
三
五
、.五
ー
o
*»
盤
備
未
了
の
町
^
;#
數

は

：
，
、
九
-/
>
〇
で
前
者
の
.害
合
は
ブ
ー一.
デ
に
友
ん
で
ゐ
る 

勿
論
組
織
盤S

に
於
け
る
是
等
の
好
成
績
が
組
織
運
！

囊

を

？U

,
はf

く
、
反
對
に
ぁ
ふ
ゅ
る
方
面
に
於
い
て
不̂ 

衝
突
杭
带
の
諸
事
實
が
ぁ
り
、
或
ひ
は
形
式
的
盤
備
に
也
ま
つ
て
實
質
的
沾
離
に
關
し
ズ
は
極
め
て

.冷
淡
な
る
も
の
寸
ら
ぁ
づ
て
、
其 

の
成
績
未
し
と
、云4
感
>
 
る
は
、
前
述
の
如
く
大
澌
市
社
會
の
性
質
上
先
づ
血
む
、を
得
ざ
る
.も
.の
,̂
一
 
ム
ふ
ベ
き
、でt

ぅ
C
併
し
他
方

改
il
l
が

町

內

會

組

織

の

運

營

を

，ー

'層
良
好
な
ら
し
む
、る
を
得
名
も
の
と
期
待
し~て
差
支
ぁ
る
ぜ
>
。

.

,

旣
に
施
べ
S

こ
大
都
市
社
會
£

め
七
庇
盛
な
，を

「

流
が」

に
乘
•っ
.た
流
動
的
生
治
.を
營
l

ij
講

S

等
々
に
何
れ
も
相
當
の 

長
距
離
を
日
夜
往
復
す
る’
.
f

以
つ.
V

原
則
と
し
、
■其
の
爲
め
地
方
社
會
の
結
集
の
機
緣I

匕
.て
ゐ
る
と
.い
ふ
な
らば
‘、
是
等
流
動 

の
‘現
象
を
阻
止
す
る
情
況
の
發
生
は
町
内
會I
織
の
强
化
に
資
す
る
も
の
と

1K

は
ね
ば
，な
ら
ぬ
。
而
し
て
是
等
何
況
の-證

^
就
い
て 

見
る
.に
'通
勤
(0
'現
象
牯
之
か
俄
.か
，'に
變
更
す
を
，の
衝
勢
を
見
出
オ
尊
は
全
く
不
可
能
で
ぁ
る
。-
大
工
場
が
市
外
又
は
近
郊
に
轉
打
し

磨

■

_
銷
_

_

_
以

襲

霍

1

|
瀬
1

1 ;
麗

顏

灌
^

^
;:
1
«
_1 |
1

_

1
, ^
'

_

ば
；I

I工
場
地
鞭〕

其
の
結
染
X 1
場
を
中
心
と
し
て
關
係
ぎ
を
附
近
に
結
集
せ
し
也
る
と
い
ふ
，方
取
ゆ
殆
ど
實
現
不
可
能
で
ぁ
る
。
職 

場
遠
亂
.の
.地
.に
居
住
す
る
泰
の
諸
般̂

利
ぼ
論
ず
る
，ま.で
も
な
1く
讓
せ
ら
れ
て
办
る
故
に
、
，近
來
所
謂
住
_

換
の
試
み
ヵ
取
上 

げ
ら
'れ
た
。
即
ち
本
年U

月
'

1

日
ょ
り
東
京
•橫
寧
川
崎
备
須
賀
の
四
市
に
於
い
て
住
囊
換
基
旋
す
る
事
と
な
つ
た
パ

〔

都
市
問 

題i

三
月
號
都
.市
ク
ロ
 

ク̂
'ル
欄
參
照)

、
へ
其
の
効
染
に
就
い
て
は
未
だ
之
れ
を
論
評
ず
可
き
時
期
を
經
て
ゐ
な
い
が
其
の
企
圖
自
體

.
戰
時
都
m
經

濟

論

序
-.
<

>

\
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三
-
-
S
H
5
-



.

璣
時
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序
/ 

V
 

. 

. 

. 

 ̂

' 

/ 

W

四

-
cra
.
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i

四
：
}

,

と
し
て
は
適
切
光
，る
を
失'は
な
い
.

. °

唯
55
'

«

相
事
情
は
我
國
家
族
制
度
の
下
に
あ
'
つ
て
は
ー
八
勤
勞
者
叹
便
宜
の
み
を
以
つ
て
.之
れ
を
決 

觉
す
る
事
の
出
來
ぬ
蕻
撒
に
努
る
‘事
を
看
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
ン

 

し

,

ノ

-
‘

或
ひ
は
又
近
，來
交
通
決
の
一
助
ノ
と
し
て
旅
行
制
贬
の
主
張
も
屢
ふ
に
す
る
。
併
し
か

'ぐ
し
て
，制
限
せ
ら
れ
得
可
き
旅
行
は
當 

-^
^
要
不
急
の
旅
行
で
あ
つ
て
效
に
武
ふ
通
勤
通.學
の
如
きr

動
1」

を
問
題
'<
?
:す
る
も
の
で
な
い
事
は
自
明
で
あ
る
、。

こ
>
、

'
い
て
今
日
^
狀
■•
}
1が
幾
分
不
可
:«
'^
近
.い
と
す
る
に
1
し̂
、
通
.學
事
愦に

''

關

し

て

，
，
は

本

年

新

だ

^
試
み
ら
’れ
た
る
^
等
^
校
へ^-
立)

學
，
 

區
制
が
あ
，る
。
f

:s
M
府
に
於
い
.て
は
市
內
r
四
區
に
分
ち
區
域
内
の
學
校̂

入
學
志
願
さ
せ
る
事
と
し
、
他
方
通
學
距
離
三
キ
卩 

以
^
又
は
，徒
步
乘
車
通5|
ー
ニ
十
,^
敗
内
-^
ち
ば
、
い
づ
价
や
學
校
に
も
志
願
出
來
得
る
事
ど
し
た
©
前
段
.の
規
觉
は
兎
に
角
，
後
段
打 

規
觉
ば
通
寧
の
長
距
嫌
化'&
防
也
す
％
»'
前
か
&:
1
當
然
な
措
置
と
い
ふ«1
'
き
_で
、あ
ら
ぅ
0
'
. 
’ 

.
：

.

唯
學
區
制
に
就
い
.て
ぼ
拿
•校
配
置
が
，毫
*̂
:
此
.の
@.
旨
に
戡
い
て
行
は
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
從
來
の
現
狀
に
，對
し
、
K
に
此
の
方
法
t 

贺
み
暴
の
央
當
な
る
點
が
指
摘

_

せ
ら
れ
-る
が
-
其
め
'
_

は
さ
て
措
..S
V、-巾
等
學
校
通
學
なJ

實
が
地
域
的
限
定
を
蒙
る
と
い 

ふ
響
は
少
し
も
不
合
理̂

M

い
‘。
唯
、
‘
_

が

を

S

調
を
合
？

隊

せ

急

可
S

要
が
益
？
痛
感
せ
ら
る
、
の
み
で
あ 

へ
る
，學

;-
E
希
は
交
.通
鼠
:^
^'
消
.
徒
歲
張
學
の
獎
圓
に
眼
目
が-f
t
か
れ
.て
ゐ
^
が
、
單
な
る
姐
距II
1
街
^'
醫
の
獎
勵
は
‘‘
救
で
 
一！
i
n
 

長
距
離
通
學
に
ょ
る•

「

動
5

をf

約
す
f

め
、
と

は

か

ら

ぬ

。

'此
v(
o
點
、
敎

育

黯
I

兀
化
そ
れ
墓
に
ょ
る
の
外
、
此
の

「

動
き」 

を
止
め
る
'方
法
は
無
い
。

一

•

.

/

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 
■•
::
. 

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

. 

- 

• 

•■
■ 

■ 

• 

' 

■

•
■
*
.
•
•
•

■
■•
'
 

■ 

V
- 

. 

. 

-

< 

25

買•

敫
樂
其
の
1
に
關
づ
る
'0
き
に
關
し
て
.は
'
*
か
事
情
が
從
來
と
は
鄭
つ
て
，來
た
も‘の
^
,
,
如
く
で
あ
る
。
之
れ
は
配
給
^
哉 

の
統
制
か
ら
當
^
生
じ
-た
現
象
で
從
來
の
如
き
自
由
買
廻
り
が
不
可
能
又
は
不
必
要
と
な
つ
た
關
係
上
此
の
點
良
於
け
る
激
し
ハ

^-
目
/ 

離
に
思
る「

動
き」

は
當
然
後
退
,̂
て

然

る

，
可

含

も

の

と

思

.は
れ
.る
。
併
し
日
常
の
慠
況
は
，必
ず
し
も
そ
の
通
り
に
實
現
さ
れ
て
ゐ
な
ぃ

様
で
あ
る
o 

.
此
の
.點
k
關
し
て
は
次
の
交
通
の
項
に
於
い
て
稗
び
論
ず
る'

。
,

■

'

.戰
時
下
大
都
市
社#,
の

混

亂

.
に

つ

い

.
，
て

何

ほ

^

し

い

事

例

は

-郊
外
生
活
の
破
綻
と
も
一

K

ふ
可
き
も
の
で
あ
る
。
郊
外
社
會
の
成
立
に 

就
い
マ
は
改
め
て
論
ず
る
ま
でt
無
ぐ
、
現
代
の
都
市
交
通
機
關
い
に-市
外
中
•
,

醫
部
交
通
機
關
^
靈
に
俟
づ
所
頗
る
大
で
あ 

、丨
っt

o郊
外
地
/は
自
體
が
坐
活
欠.化
的
に
浣
成
し
た
爲
め
に
發
達
し
，次
と
い'
4ル
1)
-
^
^
.
此

の

，
交

通

機

關

の

完

備

に

ょ

り

'
都

會

的

文

化 

の
中
心
地
に
昤
間
的
に
は
極’め
て
吐
距
離
に
結
び
づ
け
ら
れ
た.が
故
に
發
展
し
た
の
で
あ
る
。
丁
度
'ー
時
代
前
の
山
の
手
と
下
町
と
の 

、
麗

が

今.日
の
郊
外
霞
地
と
都
心
，地
：
^

關
從
な
S

あ
、々
。
搭

自

動

車

後

浪

、

一
般
交
通
機
關
の
不
便
化
は
郊
外
生
活
.
 

が
に
多
太
の
打
擊
を
與
へ
ず
に
は
崔.な
.か
つ
た
。
嘉
丄
た
交
通
機
關
が
突
然
、
停
止
叉
は
退
化
す
•れ
ば
是
等
遠
‘隔
郊
外
地
の
生
が 

者
は
山
中
に
置
き
去
ら
れ
た
文
化
人
そ
の
ま
、
の
姿
で
あ
る
，。
多
か
も
是
等
郊
外
他
翳
に
大
都
市
の
近
傍
を
溢
出
し
た

■工
場
が
簇
立
，
 

に
S

て
は
郊
外
地
生
活
者
は
溢
^
姻
來

s

優
良
账
件
■を
喪
失
す
る
哀
到
る
の
，で
あ
る
.。
此
の
意
味
の
郊
外
坐
活
の
破
練
が
何
れ
程

*
^
 

蜜
に
現
は
れ
.务

る

か

は

實

齡

的

調

畓

.に

上

る

の

外

'、
*判
明
V
雛
い
。
-併
し
、郊

外

着

者

.が
從
來
享
受
じ
て
ゐ
た
喲
束
が
今
日
破
れ
准 

.と

.
^

4

事
、’
又
そ
れ，.が
必
然
に
何
等
か
の*®
亂
と
孩
練
と
を
坐
み
出
し
て
ゐ
る
と
-い
ふ
事
は
推
测
出
來
な
v>
.事
：で

は

を

。
次
の
引
用 

は

、暮

し

も

其

の

^:
確
な
各
事
例
で
は
な
か
、ら
ぅ
が
、
郊
外
隹
活
者
が
今
日
從
來
の
生
活
樣
式
を
脅
か
さ
.れ
る
に
至
つ
た
一
證
左
に
は

.マ
.？
.

V:

、
：.-
'

■
 

.

i

.

.-
-
 

 ̂パ-
,
_
.
■■
;
:、.々
:■
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.
. 
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;■.
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」

v
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: 

' 

. 

.

:■
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.

.

.
f 

'

■■
■;■. 

.
-:
:
.
.
.
w

へ.
.

.,

.,,

ぎ

。

5 

. 

'
、

,

‘‘「

，私
の
住
ん
で
ゐ
るw
は
郊
外
に
が
つ
て.ィ
ン
テ
リ
の
多
い
靜
か
な
町
で.あ
づ
た
が
、
近
頃
は
エ
臂
が
潔
山
で
き
そ
町*%; «
■

君 

• ’の
黄
色
W
歲
衣
で
氾
濫
.で
•あ
^
。
そ
し
て
町
が
實
に-^
潔
に
攻
づ
七
し
ま
つ
た
。

.
- 

.

.

痰
呔
吐
I

ら

さ

れ

る

，
卜

い

，
か

^,
は
し
：
歌̂

聲

裔

臀
ff
l

.

l

、
'
1
本
屋
ザ
は
眞
面
夏
書
物
を
引
ち
め
て
ヽ
、
’卑

俗

な,*
物

を

並 

,
f
yて
た
。
痴
漢
が
出
沒
し
て
夜
、.’婦

人

は

出

步

け

.
な

い

と

5

こ
-と
ゆ
な
つ
.た
。

』
(

下
略)(

取
京
朝
日
.新
聞
馨
ー
五
年
ニ.月)

w

舞
濟
翁
雜
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大
都
市
社
兪
の
姿
で■あ
る「

動
きj

を
中
心
と
し
て
考
ふ
れtf
赴
' に
交
通
の
偶
題
が
出
で
來
る
。
大
都|!
]
.の
交
通
禍
に
不
死
鳥
の
如
き'
 

' 

#衫
さ
.を
持
つ
1
現
は
，̂
る

，■之
れ
^
章
め
戰
降
下
的
影
響
問
題
で
な
く'
大
都
市
ぞ
の
も
の
、
從
來
の
，權
敗
機
構
に
伴
ふ
木
經 

'

的
J

,で
t

。

併

し

今

日

戰

，時

下

备

い

て

ぬ

f

に
其
の
-福難

：！

幾
S

も
倍
加
し
‘て
.來

た

容
I

。
故
に
東
京
市
を
中
心
と.
 

べ
し
.て
の
帝
都
高
速
^
通
營
團
及
び
15

日
ょ
り
行
は
れ
た
東
京
市
の
交
通
統
制

(

市
S

間
電s

i
r

 v
k

七

が

裏e

手
で
統
ぎ 

經
醫
せ
^
'れ
る)
は
嘗
し
も
時
局
的
要
請
に
基
く
も
の‘と
は
.•云
ひ
難
い
が
時
局
が
そ
、れ
を
促
進
し
た
事
は
看
逃
せ
な
い

o
(
「

都
市
問 

.題」

十
六
年
一
一
月
號
近
藤|

「

犬
東
京
免
通
課
整
問
題
の
結
論

」

產

)

併
し
か
ぅ
じ
た
措
寧
の
決
芸
び
實
れ
の
.以
前
又
は
そ
れ
と 

r
共
产
交
领
篇
の
殺
人
的
混
雜
け
文
字
通
り
に
物
座
い.。
其
の
原
因
と
■し
て
'^
時
局
的
影
響
の
下
に
交
通
機
關
ぞ
の
も
の
が
增
加
せ 

，
る

唐

量c

之
れ
も
時
局
的
影
響|

分
に
受
け
て
乞
。
例
へ
ぼf

及

び

軍

需

輸

送

の

增

加

、

大

睦

士

の

交

通

め

，
頻

繁

化

、

生

库
 

、
榮

&

蕖
た
る
人
的
移
動
及
び
物
資
の
輸
送
等
が
主
な
原
因
を
，な

し

て

本

都

市

年

鑑
•？

一

卷I

五
七
5

に
應/

る 

事

-^
出

來

衣
e

t
ら

ず

量
I

I

如
ぷ
項
で
述
べ
.

I
に
.む
し
ろ
.退
化
の
情
I

あ
れ
ば
其q

混
亂
I

當
然
|

る
°|

,
壽

I

附
近
に(

$
藤

I

心
と
し
た
半
徑
三
十
哩
圈
內S

都
市
5
明
：

f

十
年
以
來
十
五
S

の
間
に
一
〇Q

f
越
す
人
口 

增

ヵ

功

あ

り

(

そ

の

增

如

率

約

「

六

•
八

气

，
東

京

，市

の

增

加

，瘅

2-
五
^

.
從

つ

て

交

通

流

の

咐

大

は

當

然

の

羅

で

'あ
り
、
之
れ
に

該

雾

衾

_

業
茲
大
が
あ
つ
た
か
爹
か
、
言
し
て
み
れ

g

交

麗

は

慕

す

ぎ

る

蕃

然

で

あ

る

。
蝥

交

通

機

關

響

.

€
部
者
が「

步
け
！」

■運
動
を
唱
.ぇ
た
黑
乘
る
ナ」

{

」

且
傅
を
行
ふ
、

一
嵬
逆
說
的
現f
を
生
み
W
し
、
國
策
輸
送
へ
の
協
力' 
學
生
々
,
 

.

.徒

又

は

ニ

廣

市

民

の

女

通

！

霞

實

躜

炉

壓

せ

ら

、？

^
な
り
.為
ふ
べ
'き
で
|

、
.正
し
<
戰

時

的

風

尊

办

る

。
ド

,

■

,

併
h
此

の

‘
混

f

を
更
、

H
B
g

化
す
る
も
の
と
し'
 
具
響
證
的
な
數
字
を
示
す
事
は
出
來
な
い
が
、
大
都
.市
交
通
流
Q

5
及
び
，

成
が
著
し
い
變
化m

,

る
を
を
見
受
け
名
。
そ
れ
は
職
場
通
勤
■

學
生
に
ょ
つ
て
の

み

混
雜
す

る

.の
で
な
く

，

て
從
來
の
ラ
ッ 

シ
ュ
ア
ヮ
ア
人
欲
外
の
乘
客
が
頗
る
增
加
し
て
ゐ
る
椽
に
見
受
け
ら
。れ
る

 

'の
で
あ
る
o
其
處
' に
は
前
にr

ひ
用
，し
た
樣
に
勞'
 ̂

6

頻
繁
な 

移
動
が
あ
り
或
ひ
は
從
來
な
れ
ば
動
か
な
か
つ
た
様
な
市
民
が
薪
し
ベ
此
の
裏

’流
，I

つ
て
來
た
樣
に
見
ぇ
る
の
で
，
I

。
實
際
此 

r

蜜
、の
乘
I

ラ
ッ
シ
.ュ
ア
ヮ
'ア
人
的
に
交
13
'
混
雜
に
憤
れ
.マ
ゐ
な
い
爲
め
，浪

_
に
處
す
る
自
他
共
に
敏
活
な
る
動
作
進
退
を
辨
べ
，

で
ゐ

な
い

。

此

‘の
事
は
浪
雜
f

一
 

翳
惡
化
ー
す
名
も
の
で
あ
る
。

.
- 

■ 

'

/

.

'

、
.

)

•

• 

* 

. 

’

•

,

更
に
も
■一
<>
.の
特
徴
は
非
常
に
謂
歲
物
の
多
ベ
且
つ
，：

K

き 

>事
で
あ
り
年
少
幼#
を
化
ふ
者
の
多
；い
事
で
あ
る
。
携r
荷
物
の
：多
‘
 

く
且
つ
，大
き
い
事
は
平
荷
物
其
の■
荷
物
輸
送
に
'つ
い
て
の
-鐵

響

_の
制
限
或
ひ
は
或
る
種
の
物
質
に
就
，い
.て
の
輸
議
止
等
が
影
響 

.
し
.て
ゐ
る
事
.と
田
心
は
れ.か
し
ノ
他
面
、
不
足
物̂

:の
.遠
方sk

漁
り
の
現
象
と
，も
思
、ふ
事
が
出
來
る0
移
動
激
勞
者
の
多
い
事
も
此
の
種 

>
の
混
雜
ヶ
助
け
て
ゐ
る
？
子
供
隨
伴
に
至
づ
て
へ
は
家
庭
^:
力
•め
不
足
の
•表
示
と
、も
見
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
か。

’ 

•

 

是
等
の
，事
情
が
，さ
な
き
だ
に
混
雜
す
る
ガ
都
市
交
，通
を

〕

餍
惡
化
せ
，し
め
で
ゐ̂

と
¥
つ
て
.差
支
散
い
と
，同
時_に
之

れ

こ

そ

^

も

時 

掃
的
な
變
貌
の
-一
つ
で
も
あ
；る
，.事
實
前
項
に
述
べ
た
檨.に
遠
I
離
流
動
を
阻
げ
る
樣
な
素
因
が
發
生
し'つ
、
あ
る
の
に
.
他
面
>
規
、
 

、
な
-̂

ざ
る
交
霸
用
教
の
激
管
と
运
ふ
事
ば
广
見
矛
盾
と
も
思
は
れ
る
。
、併
し
こ
れ
こ
；

y

大
歡
市
社
#
の
從
來
の
舊
態
が
避
帝
し
て
ゐ 

る
爲
め
と
新
し
き
亂
制
及
び
組
織
於
完
備
せ
ら
れ
為
い
爲
め
と
に
*
く
も
の
で
あ
つ
て
、
最
森
近
な
る
例
を.以
つ
て
、系
へ
ば
家
庭
及

■

■
雜

&,
^

^

_
編

_

1

_

_

_

1

_
雅
1

: 1
:

,
て
ゐ
右
か
ら
で
l

o-
’(

r
都

市

問

題

遍

月

號

須

田

_

，氏
{
"響

配

.給

と

消

費

翁

紙

織」

殊

£

ハ
七
頁
參
照
ふ
或
ひ
は
又
か
の
府
縣
封
建 

,I
が
此

の

孰
常

な
る「

動
き
.

」

を

，惹

起

せ

し

め
'て

ゐ

るj 

'Im
s
lで

あ

る

事

も

あ

ら

ぅ

‘
之

れ

を

要

す

る

に

此

の

種

の「

•!
/

き
^

姐

J
は
所 

謂「

外
食」

に

ょ

る

袖

給

又

は

外

部

へ

の

買

漁

り

を

幾

分

な

り

と

名

防

止

^ -
-
石
と
共
に
、
或

ひ

は

そ

.の
以
都
に
家
庭
又
は

地
元

へ
の

配
給

; 

.五、七
-

(

四
-

1 
七)

戰

•市
經
濟
詾
序



、

戰
時
都
市
，
鏈

濟

論

序

一

.

、

し

,
.

: 

'
 

五
八
’ 

C

四1
0

 

•
量

を

必S

に
於
い
て
狼
保
す.る
以
外
に
，裏

が

無

い

。
此
の
事
は
前.に
述
べ
た
駆
給
紐
織
桌
售M-
織(

地
元
性)

.
の
問
題
で
あ 

•如
、
同
時
に
府
縣
封s

s

rfT
,破
し
て
物
齊
か
'金
國
的
に
圓
滑
故
石
配
給
髂
備t
ば
が
名
問
題
で
も
あ
スt 

,

.
救
に
#
い
て
問
題
を
都
地
方
計
畫
の
方
面
か
ら
眺
め
て
み
夂
ぅ
' 
. 

,

:

都
市
»
挪
方
計
#
:に
關
し
て
は
勿
論
戰
時
的
に
修
飾
さ
れ
た
部
分
も
決
し
て
少
く
な
い
で
あ
ら
ぅ
が
、
現
代
大
都

rf
l
.
-w
物
的
環
竟
や
、
 

•建
築
的
雜
備
p
Jb
に
，
於

い

て

は

旣

に

，
此

の

時

勢

に

：
先

じ

て

‘
た

と
lv
>
ふ

事

を

得

を

妫

つ

て

ー

ポ

‘つ
て
藉
支
な
い
：と
思
ふo
;昭
和
十
五
年
5 

衞
内
閣
の
下
ゼ
我
國
の
國
審
費
問
題
名
つ
た
時
、、
都
市
計
畫
馨
は
I

手
法
於
旣
.に「

九

ニ

覃

ァ<

 k

テ
ル
f

會
議
都
.

市
1

彻
'^
の
中
に
明
記
せ
ち
れ
て
ゐ
，る4
を
指
摘
し
て
ゐ
„

つ
‘て
；：ロ
ン
ド
ン
が
獨
逸
空
箄
の
、火
規
模
な
爆
擊
を
受
，け
た
時
、
或 

ひ
ば
其
の
以
^

I

に
於
い
空
爆Q

,
危

險

が

議

せ

ぶ
>
時
、、
過
大
都
市
ロ
 ；\

f
\
§

其Q

附

近

空

場

翁

に

就

い
5

散
；の
必 

•
要
が
痛
感
せ
ら
れ
、
蕾

€

f
如
<
騷
其
て
た
が
、
都
，市
計_

乂
は
都
-市
改
_

者
は
多
年
、
社
#,
學

的

乃

麗

翕

想

論

的： 

'
に
自
タ
達S-

主
張
し
5

|

が
«-
彈
の
脅
威
に
.ょ
つ

て

，
ー
般

^

^
覺
1
の
的
と
な
つ
寒
に|

抹Q

快

感

を

味

.
つ

た

為

、
如
く 

で
あ
る
。
同
樣
に
戰
時
下
に
於
け
る
灰
ら
ゆ
る
方
商
益
制
强
化
に
就
い
ズ
‘も
都
市
計
畫
關
係
氧
は
旣
に
數
十
年
前
か
ら
施
行
せ
ら
れ 

’
で
ゐ
ゐ
f

s

:法
制
こ
ぞ
か
、
る
統
制
主
義
の

g
光
.で
.あ
る
と
觀
て
ゐ
ん

3 。
(
f

三
田
學
#
雜
認」

第
三
七
四
•紙
第
十
號
拙
稿「

tt
i

戴
と 

釕
舉j

三
田
評
論
昭
和
十
五
年
十
月
第
五i:/
v
號
拙
稿「

，空

襲
.?
ロ
ジ
ド
、\
5
'翁
訓」

同
十
，ー

暴

五一,

九
號「

阈
，土
計
畫
と
X
業
分
散
丨

 

英
國H

業
及
人
ロ
'配
分
委
員
會
の
#

吿」

日

沐

道

路

技

術

協

會

編

輯

「
道

路」

第

；
ー
ー
卷
第
四
號
所
載

'«
;

摘「

防

空

と

都

市

問

題」

參

照)

故
に
都
市
針
鼙
菌
民
保
健
な
ャ
馨
經
濟
飞

'

災
肩
防
止
な
り
集
瑶
馨
，性
な
り
の
觀
點> ら
大
都
市
開
疎
を_

し
て
ゐ
る
事) 

は
頗
る
早
力
つ
た
力
戰
學
勃
發
と̂
に
都
^.
防

空

，計

畫

、
，
は

急

^.
^-
る
テ
ム
ポ
を
以
つ
て#-
底
’的
大
敗
模
に
實
行'せ
ら
る
，、
樣
な
^
勢

i

^

o

 

f

は

さ

具

ふ

為

上

例

と

し

て

都

市f

ブ
.口
ッ
ク
•の

春

I

不
t

れ
气
即
ち
大
都
市
地
域
を
幾
つ
か
の 

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
ち
各
ブ9
ァ
ク
を
し
て
_

.の
馨
を
出
來
•る
ぬ
.げ
僅
少
，な
ら
し
め
、’且
ク
火
災
の
生
じ
た
場
合
に
も
其
の
フ
，ロ\ ?
ク 

'以
外
に
擴
延
せ
し
む
丨
る
事
の
な
い
檄
に
防
火f

以
.つy

そ
の
私
域
を
園
繞r

し
作
る
参
ふ
計
鼙
？

る
が
、
类
計
畫
が
撤
底
的 

に
行
は
れ
H

は

相

裏

大
L

疆

，が
防
火
帶
§

防
震
場
の
爲
め
に
f

f

れ
て
、
今
a

l

s

l

fる
市
街 

池
、を
改
造
す
る
も
め
と
し
て
は
そ
わ
實
行&

ふ
影
響
は
‘頗
る
犬
で
一
ぁ.
1
致
は
ね
ば
，な
ら
，ぬ
。
こ
れ
資
材
勞
カ
建
物
等
の
不
足
'す
る 

，今

日

に

をV

早
急
に
實
‘符
せ
ら
る
ベ
し

5

多
，'
の̂
困
雜
ぁ
る
に
當
然'-
^
^

 ̂

'

某S

繁

，霸

Q

防

火

！
^
修

士

か

復 

興
資
材
の
盤
備
と
か
某.が
對
策
と
な
H

る
。
家
屋
建
築
の
過
密i

け
I

味
で
の
空
地
级
成
は
確
か
に

f

果
的
ぶ
は
ぁ
 ̂

が
、
昨
年
求
决
定
を
見I

都
Ml
邊
か
大
防
空
餘
地|

.
の
如
き
は
直
接
此
の
趣'旨

に

消

‘ぶ

% '

の
で
は
為
。

，

、
併
し
.

昭

和

十

四

年W

S
改
正
す
ら
れ
た
都
市
I

遠

舊

來
'

S

通
、
衛
生
、

保
安
、
經
濟
の
涵
項
目
に
加
ふ
る
に
防
空
な
る
項 

目
を
新
に
揭
げ
'

戰
時
的
色
彩
を
濃
厚^;
ら
し
.

め
’

た
。

- M

に
：±

ハ
铝
一月
十
四
日
叱
は「

國
土
防
空
强
化
に

關
す
る
伴」

t

閣
議
正
式
決 

-定
と
な
し
、

高
度
國
防
國
家

體
制
蹦
立
の
爲め
、

.

從
來
.の
都
.市
計
畫
•
地
’方
計
畫
を
す
ベ
て
防
空
、の
見
地
ょb
建
®

し
恒
久
啲
に
掘
土 

防
衛

I

t

と
す
る

事
に
な
分
た
。(

F

本

都

車

鑑

j

第
十

5

r
. 

ニ

ニ

頁

：
^

、
民
防
|

組
織
が
强
化
さ
れ
ン
十
五
年
十\ -
ー
 
：
 

-
.
S 一

4-

日
か
らi

行
|

|
沾
防
空
法
で
^
所
歡
隣
紙
防
空
活
騰
が
强
化
さ
.扎
气
束
京
防
空
都
市
澈
孿
の
繫
ゆ
阳
和
十
五
年
此 

月
十

せ

日

内

馨.
か
ら
1
_

大
綱
が
發
表
か
れ
.

て
、
ゐ
る
，
か
、そ
れ
に
ょ
れ
ば(

，一〕

膨
脹
抑
制
及
び
疎
開計
畫
、(

“
6
防
火
討

'®(

防 

.
空
ブ
ロ
ッ
グ
S

I

:

の
愉)

(

三
.

防
|

畫〜

§

麗

救

護

計

奮
遺

目
に
分
れ
頗
る
廣f

し
て
綜
合
的
f

の
セ
|

。

/「

し
來
‘、
空
襲
避
，難S

に
.つ
い

モ

性

-
ロ

 

•ン

ド

ン

Q

，
エ
，
ヴ
ァ
'
--
1

'
エ
^
ク
日
シ
が
其
の' 

S
例
M

* t
て
ゐ
1
が
改
正
防
空
法
! ^
摩
夷
，
 

.

.
f落
H

際

レ

て

自

衛

的

な

，
應

露

火

を

-劾
果
的
な
ら
し
^:
る
b
め
、.
•
•
事
前
退
去
b
原
則
と
し
て
雜
止
制
限
し
て
ぬ
る6 

S
擧

校
 

ノ

V
'、
蛾
時
都
市
&
濟
输
'序、
' 

, 

.

./•
■

■

.

'

■

ノ
：
.

五
九
ノ 

.
S 一
九)

’
、



.

.

, 

!

J1

 

/

 

ベ

：

，

... 

§
 

ノ 

§

s
 

.

，及

ず

暴
飞

初
等
科
兒
童
§

祀
齡
セ
年
窬
.の
者
、
姙
猶
、*1

婦
、V

褥
婦
、
年
齢一

ハ
左

"

才
s

h
る
者
、傷
病

齊
 

.
不
具
廢
疾
教
に
しV

防
空
に
從
齋
出
來
だV
者
並
びH

こ
れ
等
鼠
の
.必
翯

小

限

度Q

'保
護

者

は

此

の

，
禁

止

制

限

か

ら

除

办

れ

V

ゐ 

‘る
故
に
避
#
、
身
に
參
避
難
の
問
題
は
主
と
し
て
兒
宽
避
難
の
間
題
，

と
な
る
が
，
此

.
の

實

味

で

は

前

記

の

六

防

空

綠

地

針

畫
の
如 

き

が

之

れ

，
に

用

f
 ,票

相

當

大

で

あ
I

,
。
；
併

し

更

に

注

旱

べ

I

此
の
返
象
難
の
收
素
域
：

t

l

距
離
ク
五
0

丄

，
o
 

O

キ
ロ
：

〕

.

S村
小
都
市
1
求

め

論

で

_

地
方
と
都
市
と

Q
、

’V

ク

制

签
け
せ
し
め
？

い
ふ
•主
張
J

る
。
油

ち

非

馨

態
 

に
，
屬

し

、

突

然

、

.省
市
^

f
未
知
S

地
5

難

や

し

む

そ

で

な

む
$

常
ょ
4

市
へ
一
定
地
區
の
兒
舊一

定
地
方
の 

1

定
農
村
又
は
小
都
市
.に
連
絡
客

け

し
め
て
置
ぐ
事
で
、f

像
S

難
地
を
決
定
、
平
常
避
難
地
住
民
と
交
情
を
溫
ヘ
置
く

」

方
針
に 

ま

し

む
‘る
•の
で
あ
.令

斯

く

の

，
如

き

‘
避

難

社

: *
;

は
最
早一

都
市
5

:
で
‘處
理
し
得
る
所
で
な
く
、
他
の
方'面
か
ら
、も
既
，に
要
望
せ
ら 

れ
て
ゐ
る
様
に
、
玆
で
都
市
計
霞慕

、
地
方
I

に
ま
で
發
展
す
る
の

で

あ

令

：

：

、

然

ヵ
4
都

市

黏

が

地

，
方

計

畫

に

發

展

す

：

る
に
つ
.

い
て
.

は
、
戰
時
的
に
t
ほ
別
段
の
要
請
があ
る
。
♦そ
れ
は
都
市食
糧
の
自
給
確
保 

で
あ
つ
て
激
了
食
糧
ヴ一

,剖
に
つ

い

て

，^
の
自
給
圈
を
持
た
ぅ
.と
い
ふ則
靈
が
あ
^
。
例
へ
’ば
農
牀
翁
は「

大
都
市
に
野
炎
自
給
圈」 

t
盤
の
對

策

矣v

十
’七
年
度
臨
時
L

に
九
寓
六
'千
圓
を
£

す
|

麗
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

阼
年
5

來
大
都
市
が
野
菜
•
 

鮮
魚
食
料
品
の
品
不
足r
配
給
不
圓
滑
に
，惱I
,
.れて
.を
り
、
そ
れ
に

對
し
て<
は
、
-出
荷

銃
制
、

增
產
槳
勵
等
.の
•應
急
對
策
I

ぜ
ら 

れ
た
が
、
長
期
爵
保
存
の+
可

能

な

現

^

ニ

旦

空

襲

等

に

货
る
交

通
杜
絶
の
.場
合
は
、
市
民
營
養
の
給
源
であ
る
脚

菜
等
の
配
給 

:

力
混
獨
に

陷
る
恐
I

爲
め
、
か
く

も
早
急
の
‘立
寒
と
患
た
譯
.で、
其
の
案
に
よ
れ
ば
人
口

百
萬
以
下
の
，都
市
に
あ
つて
は
'

•周
邊
十 

六
籽：

，
1

 

•
大

阪

，
等

の

大

都

市

で

は

三

十

奸

程

度

I

の
挪
市
ぐ
の

「
野

菜

自

給

圈
.

」

と
指
，定
し
其
の
土
地1

筒

度

に

利

_

し

て

大

體

撸 

當
都
市
消
費
量
の
八0
■翁
度
を
確
傲
せ
ぎ
す
るも
の
.

で
：‘K

自

菌

が

考
偉

さ

れ

.
て

ゐる
。
，即

ち

產
•

中
京'
•

京

阪

サ

廣

島

•
關

，

•
_崎
の
へ,

區
&
憲

_

，

る
_

_

_繼

_

■

一
一

 
橫

證

讓

■

，

谨

_

_

廳

露

漏i

麗

1 :
_

|

醫

漏

漏

と
共
に
之
れ
に
よ
つ
て
、.都
市
々
民
の
空
襲
時
食
糧
が
確
保
各
れ
よ
と
し
：て
ゐ
、る
-
 ̂

( 「

1
•市

問

題

」

一
一
月
棘
時
事
\|
«
の
記
事
に
よ
る)

.
 

斯
く
の
如
さ
意
味
で.
_

、
都
‘市
野
菜
確
保
？
調

麦

は
.研
究
が
著
.し
.く
齋
ん
亡
な
つ
てI

。(

同
誌
同
號
岩
田
穰
辱
都
市
食
糧
殊

_

^

^
- 1
:

1

_

_

_

_

_

|
1 -
;;
1

_

_

_

_惨
: 1
: 1
_

1
墙

;:
:
1
1聽

^

參
併
し
菌

に
マ
步
進
め
‘て
裔
都
防
衞
額
の
强
化
を
地
卞
能
畫
的
、企
'圖
に
於
い
て
大
規
模
に
行
林
ん
と
す
る
主
張
が
あ
る

。
‘
例
へ
ば
高
.
 

原
献
發
協
會
の
{女
達
巖
氏
に
よ
れ
ば「

帝

都

塁
.の
十

六

，
萬

町
‘步
に
達
す
る
未
開
發
高
原
を
積
極
的
に
讓
利
用
す
る
方
針
の
下
に
® 

，戰
的
防
空
對
策
備
规
化
す
る

事

、
即
ち
未
開
發
高
•原
.に
簡
晶
な
る
避
難
施
設̂

け̂
て
不
用
不
急
の
一'部
市
民
を
.

-

避
斟 

せ

し

む

る

：

A
J

共

に

、避
離
#
及
，
-轉
業
市
成
、
' 各
種

勤

勞

歡

置

及

地

元

縣

民

を

賢

し

て

高

議

拓S

身
.せ
し
め
で
れ
に
よ
.つ
て

_

_
l !
« v
i

i
驅

儀

l

■

■

議

遍

1

防

繼

_

_

;

「

^

^

:

ぃ

:
ロ
の
外
晝
的
疎
散
と
航
空
跋
地
の
分
散#'
俾
化
と
、
地
域
的
食
糧
自
給
體
制
靨
の.ゴ
ー
つ
に
要
約
し
得
る

」

の
で
あ
つ
て
ル
の
原U 

‘ K

藤
い
て
栃
木
縣
、
群
馬
縣
，
神
奈
川
縣"
.山
梨
縣
、
靜6

縣
、.
長

躐

に

亙
.つ
て
.高
原
開
發
と
，い4

事
に
な
る
の
で
あ■る
。(

，

「

铘
市 

'

問
題」

±;
ハ
年
，十
月
號「

帝
都
防
衞
體
、制
の.鞏
化
ど
帝
都
周
逯
高
原
の
靈
い> 
玆
气
I

じ
た
鵪
1
意
味
で
の
撒
市
•地
方
計
畫
の
姿
を"

見
る s

4

 
出

來

る

ゾ
，

'

.

'

•:•/:
 

‘，
'

ベ
/

：

,
/

 

- 

■

'
 

.

併
し
■他
面
、
.
都

市

廣

域

墓

に
'#

づ
て
都
市
内
.に
於
け
る
趣
元
計
畫
も
此
W

際
必
_

あ
る
還
忘
れ
て
は
:^

ら
ぬ
.
。

此

の

事

は

大 

，都

市

地

方•

中
に
於
け
る
徽
星
，都
市
訂
鼙
に
於
い
て
も
必
要
介
私
る
.翁

吳

都

.市

內

综

t

る
集
團
地
區
の
設
計
に
於
い
て
も
必：

藤

’都
取
猶
濟
詾
序

(

四 n 1)

J



.’ 

W

I
 市
猶
濟
摩 

‘

.

六
ニ 

§
111

し
.，

粟
で
あ
.
る

第

一

次
-^

集
阁
社
會
と
し
て
'
の
近
隣
社
#-

性
を
確
保
し
其
の
«

織
1

强
化
す
る
上
に
^

い
'
て
其
.
の
瓶
態
的
設
計
は
特
に
必
： 

要
で
あ
^

殊
に
佳
ぶ
營
倒
の
如
せ
紐
織
が
住
宅
造
營
に
邁
進
ず
る
時
-、
此

の

點

、に

っ

い

ズ

の

考

慮

わ

等

闕

視

さ

れ

ぬ

事

を

的

望

し

た 

い
'-

0
:
此
"の

點

に0

い

て

は

旣.に
，
拙

著

「

現

代

大

部

市

：：

|」
(

第
五
摩
第
3

節
> に

''

於
い
て
も
、
又
そ
の
他
の
機
會
に
述
べ
た
事
が
あ
る
の 

で
玆
比
は
省
略
t

る
ハ
澈
出
、
.
雜
認「

谓
路j

第
三
卷
第
四
號
所
‘锻
、
拙
稿
參
照
}
。
' 

,

、

.

.

戰
薛
都
市
針
畫
は.今
日
に
於
い
-

V

決
し
.て
激
急
策
と
び
み
員
す
べ
き
も
の
で
は
な
，

何
故
か
と
袞
へ
ば
第

 
一
■に
旣
述
の
如
く
其
の 

對
策
は
紙
に
戰
前
二
十S

前
办
G
も
壽
ざ
れ
て
ゐ
た
所
で
あR

第
ニ
名
今
吹
戰
.
&

が
»-
頭

に

述

べ

た

如

く

高

度

國

防

國

家

體 

パ
泡
の
盤
-«
-̂

敷
|
|レ
て
办
^

所
■
、
’數
'年
間
を
目
標
に
し
t
捕
急
彌
終
策
た
る
事
を
許
さ̂
性
貧
の
も
.、の
で
あ
り
、
第
三
に
は
、
•事 

權
f
;.
I
E
'
,
さ
に
斯
く
の
如
ん
ば
、
應
急
策
と.雖
も
*
槳
へ
の
恒
久
的
解
決
の
見
透
し
と
之
れ
に
向
っ
，て
の
對
策
の
方
向
並
び
に
體
系
の
，
 

風
に
求
め
‘
れ̂
ね
ば
な
ら
.ぬ
か
ら
.‘で
：
あ

る

。
：
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扨

、‘最
後

に.所

謂

都

會

供

活

，
の
，
撒

時

下

に

於

け

る

變

貌

.-
5

:
| |

-

察
し
て
冬
ょ
ゲo

-

都
市
生
活
を
消
費
の
面
か
ら
觀
察
す
る
と

其

の

特

色

 

と
な
る
所6

譽
な
る
富
と
^
岷
と
、が
虫
活
の
菌
に
存
す
る
事
で
あ
るo
-ス
T

ル
が
都
市
社
會
發
達Q

經
過
を
述
べ
た
所.で

養

.
 

默
落
か
ら
所
_
村
落
形
態
に
移
っ^
{段
階
に
於
い
て
村
の
生
馨
の

「

余
吸
と
身
分」

と
を
，特
っ
た
亂
業
人丨

例
へ
•暴

者

•敎
師
* . 

5f
f
i目
等
_

が̂
出
ホ
し
.て
來
て
*
截
等
が
そ
れ
ま
で
灯̂

と̂
は
勞
働
の
性
質
に
於
扒
て
'
時
間
の
余
猶
忙
於
い
て
全
く
異
つ
た
存
在 

で
あ
る
事
-̂
指
摘
し
、
玆
に
都
看
人
と
農
：
^
と
が
對
躕
的
に
な
る‘過
.段
の

成

立

：
を

觀

察

し

て

，
ゐ

る

が

-
勿
論
全
體
が
さ
デ
だ
と
•い
ふ
意 

味
■で
の
翁
的
，に
は
適.合
し

な

ぐ

と

も

多

か

れ

少

か

れ

，
都

布

生

活

者

は

農

村

生

活

者

に

對

し

て

此

，
の

J

ー
點
に
於
い
て
惠
ま
れ
て
§

と 

!M

つ
て
違
支
な
い
。
故
に
戰
時
下
都
市
生
活
民
い.

V

最

も

著

し

：
く

修

正

f
ら
れ
、
.
殊

に

其

れ

絮

面

的

立

つ

美

ふ

點

か

ら

見

れ
ば
、
從
來
の
‘豐
な
る
都
，市̂*
活C

基
底
で
あ
っ
た
此
の
 
一'
1點
に
就
い
て
‘見
冬
事
が
必
要
で
、あ’る
> 

•

:

'先
づ
泰
般
問
題
か
ら
見
る-と
■都
市
生
活
に
於
け
る
命
暇
の
性
質
は
單
吃
余
般
が
多
v>
と
安
ふ
礙
丈
'け
で
な
く
、
余
繼
の
時
間
的
配
置 

に
も
其
、
のg

色
が
あ
っ
た
。
余g ：

時
間
の
'多
い
と
5

事
は
杀
.贩
刹
用
の
紺
織
也
'>
.意
味
す
る
。
玆
に
敎
養，
' 保
養
、
I
樂
等
の
組
織 

七

を

意

擎

，
る

の

で

，
あ

る

.が
、
、い
づ」

れ
に
し
て
も
秦
市
生
活
に
，

で
はI

及
'び
證
刺
用
の
.坐

活

が

勤

勞

及

び

勤

.^
生

活

と

堂

 々

同

列
, c

置

か.れ
て
'

_
_

勤
勞
生
活
蔭
に
で

な
く
，—

;存
\在
、•し
，
て
、
ゐ

る
V-
-
で

あ

、
る
。
，
，之

れ

都

市

爷

閑

性

が

最

も

舉

:^
に
表
，擺
化
す
る
所 

似
で
あ
っ
て
、
艾
都
叩
坐©
非
難
の
最
ィ
見
場
い
的
と.な
る
所
^
で
あ
る
、
第
ニ
の.余
靡
<7
>
時
間
的
配
置
で
あ
る
が1
之
れ
文
都
市
的 

兮
J

活
を
し
て
最
も
顧
著
の
も’

g

‘た
ら
し
め
’る
特
色
を
持
；っ
て
ゐ
る.。
■
般
.的
に
云
へ
ば
都
市
に
於>
て
1
余
暇
時
間
は
勸
勞
、
、火 

,體
に
於
V
て
畫
間
勤
勞
哈
間'の
後
，
即
ち
夕
方
乃
至
は
晚
乃
至
は
屬
卞-^
る
も
、の
で
|
る
ガ
、
都
市
^
沽
乾
の
.一
部
に
は「

#
力
ら 

：£ ：

步
く」

可
^

^
が
あ
り
-̂
殊
に
觀
雜
な
る
’勤
勞
組
織
は
特
別
有
暇̂

非̂
ざ
る
者
も
、.特
定
.の
日
，に
は
他
、の
者
め
勤
勞
時
間
に
余
贱 

を
得
.て
ゐ
る
°,
此
.の
點
っ
ま
り
、
i

、

保

養

、
、
遊

贤

，
ど

働

勞

と

、
が

_
、間
的
^
併
存
し
、て
ゐ
る
事
を
示
す
も.の
>

ハ
農
村
的
坐
活
と
は 

凡
そ
箸
し
い
隔
を
示
す'も
の
，
で
，
あ

令
^
の
事
が
都
取
有
閑
性
を
一
層
團
章
な̂>
.
1め
る
。

，

，

' 

*
 

•
是
等
の
事
情
‘

i

戰
爭
の
•進
展
ど
典
に
ど
ぅ
變
化1>
た
咖
。
都
市
的
有
閑
が•箸
し
く
修
著
蒙
o'
た
事
は
.事
實
，で
I

"
例
へ
ば
學
生 

•に
關
し
て
茇
へ
ば
上I
學
校
に
於
い
ベ
麗
期
間
が
相
當
に
疲
豐-れ
^
の
結
*
授
業
眼
間
の
强
化
が
磬
生
余
暇
に
喰
込
む
と
共
に
學 

，校
報
國
隊
の
活
動
ば
な
ほ
余
.叹
縮
減
に
影
響
し
て
ゐ

る

。
：

 

一
に
就
い
て
見
て
も
國
民
勒
勞
報
亂
協
力
令
の

I

,にょ
り

市
民
の 

,

持
っ
，余

•眠が極ガ的

#i

產

活

動

，
に

振

：

^
向

け

：
る

事

に
'な

っ
^

殊

に

從.來
6
‘平
和

例

勞

ヵ

、配

置

が

時

肩

的

に

著

し

-<
改

變

せ

ら

れ 

た
事
は
ご
間
接
的
に
余
帜
短
縮
に
影
響
し
て
ゐ
る
。
即
.ち
近
.來
'の
家
事
使
用
人
，不
足•は
從

來

そ

れ

等

の

勞

ヵ

に

：

依

存

し

，
て

余

^

を

持

っ 

•て
ゐ
た
家
族
員
の-余
暇
を
；.藉
し
_ぐ
減
少
せ
し
め
た0 

Z
 

• 

、
 

• 

/
 

'

' 

戰
時
都
市 

I

'输
序
',
'

■ 

• 

. 

、

ノ 

、

六 
一
一
一
.(

S

 
ニ 

1

C

•



,

'

,

鹰

時

都-^
經

涛

論

序

く

 

• 

t 

' 

,

六

四

S

二
四
ノ

.

他
方
余
贩
.の
〃
利
用
的
表
現
で
あ
る
姨
樂
享
樂
の
機
關
誅
備
は
そ
れ
自
體
が
壓
* ;
さ
れ
て
•來
た

、
の

で

效

に

奴

樂

账

全

、化

が

叫

ば

れ

る

」

•
 

而
、
な
ほ
殘
づ
て
ゐ
る
余«
利
用
の
瘋
應
を
失
つ
，た
貌
が
現
は
れ
て
ゐ
る。

' 

-

-ノ

：
 

■

■

.

.
第
二
，0
:富
ヵ
に
酿
，ず
る
點
に
就
い
て
は
、
声
ふ
搭̂
於

,<
軍
需
財
政
上
が
緊
掛
せ
る
要
來
把
應
じ
て-姣
取
民
は
其
<0
"
生
，活
を
極
ヵ 

,切
ル
つ
め
.ら
れ
る
^
に
な
つ
た
'が
货
に
、conspicuou

w),

O
O
I
B
U
O
P

を
本
.質
と
し
.て
ゐ
る
撕
市
生
活
が
著
し
い
影
響
を
受
け
を
の
呔 

當
然
で
あ
名
.0

殊
纪
必
需
品
以
外
の
所
謂
不
急
不
要.の
'商
品
の
生
產
が
整
理
さ
れ
規
格
統
一
が
行
は
れ
！

Q

結
果
、
富
力
が
®
.つ
誇
示
性
‘
 

消

費

は

全

，
く

縮

減

名

れ

た

-°
ぎ

に

衣

、料

切
'符
制
の
實
施
は
此
の
傾
向5:
-
著
-1
>
く
增
<大
し
丧
。
.衣
料
に
關
し
て
は
從
來
最
も
複
雜
で
流
行 

、
性

を

持

つ

た

も

の

、
で

あ

^
が
、
切
翁
制
の
結
册* 

'
從
來
.の
-^
き
满
行
俾
に
装
く
廢
品
化
は
最
毕
許
さ
ル
な
く
な
つ
て
衣
料
に
つ
い
、て
も 

®
質
的
1
る
も
ひ
が
最
も
尊
重
せ
ら
る\
,に
至
つ
た
0
.く
あ
货
7
の
消
失
は
都
市
消•費
れ
外
貌
•に
變
化
を
惹
起
さ
せ
、
消
費
，
P
方
矿
は 

か

ぐ

弋

金

般

的

に

實

質

化

，
さ

，

2
,る
^
,得
‘歡
く

な

つ.た

.°
國

民

服

制

觉

味

其

の

一

例

で

あ

る

。

故

に

事

樂

的

消

費

の

、
減

失

は

あ

ら

ゆ

る

方
 

面
に
深
甚
な
影
響
^
輿
へ
縱
來
の
買
出
口
 g

ば
い
づ
れ
1'
咼
度
の
撰
擦
性
^
持
，ち
之
れ
が
都
心.地
の
所
謂
中
央
盛b

f
構
成
し
.た
-
 

，の
.で
あ
，る
が
、’此
の
®
で
枕
此
，の
傾
向
が
全
く
逆
似
し
て
ゐ
る0'
<
つ
ま
り
買
出
^
の
.性
質

が

趣

味

享

樂

品

で

な

く

な

つ

て

'
生

苦

必

需

品 

化
し
其
の
.

1
、
從
來
'の
如
く
郊
外
地
か
ら
中
心
埤
に
向
つ
セ
流
れ
が
逆
流
し
て
都
市
內
部
.か
ら
郊
外
叉
は
近
接
農
村
に
向
つ
て
著
し 

い
都
會
'A
0
買
出
入
が
激
增
し
たo
此
の
尊
は
都
市
生
席
必
需
品
配
給
不
圓'滑
に
基
く
に
せ
ょ
蔬
罙
そ
の
他
農
產
物
の
員㈣
に
田
舍
廻
_
 

セ
に
狂
奔
す
る
姿
は
從
來
の.都
會
人
的
矜
持
を
放
擲
し
て
了
つ
た̂
の
と
七
て
頗
る
與
味
あ
る
事
實
で
あ
る
。
、

-
斯
く
の
如
く r

物」

に
對
す
る
.欲
求
がr

金」

に
對
す
.る
そ
れ
ょ
り
1 :
尚
ま
.づ
た
事
杖
都
會
人
の.生
活
様
式
に
方
.向
■の
.變
，
換

を

與

へ
>•
前 

述
め
余
赐
及
余
暇
利
用
の
壓
縮
と
共
に
都
會
人
、の
智
性
に
複
爆
な
影
響
令
,|
|
へ
て
ゐ
る
。
履
雜
な
影
響
と
は
、
永
い
間
是
等
の
大
都
會 

的
坐
活
に
^

た̂
市
：民
に
と
つ
て
此
の
急
激
な
變
轉
は
決
し
て
容
易
に
順
應
し
難
い
も
.の
セ
其
處
に
諸
般
の
摩
擦
の
生
ず
る
事
を
意
味

す

る

義

富

化

、’繁

活

議

s

起
る
の
は
^

の
爲
め
で
あ
る
。

‘ 

•

‘ 

. 

:

 

•
■

1 

V 

. 

i

l
. 

, 

< 

'

,

結
び 

* ' 

,人 

’ 

. 

i 

;

以
上
諸
备
に
就
い
て
^
戰
時
都
市
，の
變
貌
は
今
次
戰
爭
ひ
性
炎
に
應
娶
頗
る
调
汎
で
且
つ
徹
底
的
で
あ
る
。
'
此
の
意
味
に
於
い 

て

經

濟.產
f;

政
活
の
方
®
に
於
い
て
新
體
制
が
裏
間
接
に
市
私
の
性
格
ヤ
秦
に
歡
氛
な
影
響
を
與
ふ
る
と
共
に
市
民
生
活
の

’
 

、i
的
物
的
表
‘現
も
著
し
く
改
ft;
蒙
つ
た
.。
其Q

繁

と

し
S

に
混
亂
を
惹
起
、し
た
が
此
の®
亂
に
對
處
し
、
’.從
來
の
都
市
生
活
の 

.變
貌
必
如
何
に
指
導
し•て
行
く
か
.の
'問
管

ル

、
別
の
版
題
で
あ
る
。

一
.般
的
、§

ふ
私
ら
は
今
次
馨
.
•の
性
格
'
應̂
じ
た
對
策
、
つ 

，ま
り
S-
久
f
金
0

 S

貴
策
が
講
ぜ
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